




入館者１０万人達成

鉄づくり－舞い上がる火の粉－



年報２００４の発刊によせて

　「まほろん」３年目、平成１５年度の「まほろん」についてのいろいろなことを記

録するのがこの年報の目的です。「まほろん」の一年一年の活動を詳細に記録して

いくことが『まほろん』の歴史を綴ることになります。

　平成１５年度『まほろん』は３年目を迎えいろいろなことがありました。その中で

ももっとも大きなことは、平成１６年２月２８日に予定よりも半年も早く入館者が１０万

人を超えたことです。１０万人を超えるのには３年以上はかかると思っていたのです

が、２年半ちょっとでこの数を達成することができました。たいへんに嬉しいこと

です。多くの県民に支持していただいたことを館員一同心から感謝いたします。

　夏の展示では、「よみがえり　－FITの昔むかし－」を採りあげました。茨城県、

栃木県の多くの関係者のご支援とご協力のもとに展覧会を開くことができました。

また会期中には、３県の考古学界の代表的な方々にお集まりいただき、本地域をど

のように捉えるかをテーマにして座談会を開きました。県域を越えて共同活動をし

た初めての試みです。

　１１月１・２の両日には、「まほろん」の重要な課題である復元研究の一環として

「鉄づくり」に挑みました。砂鉄と木炭を原料にして復元した製鉄炉を使って３０㎏

を超える量の鉄を作ることができました。これには製鉄炉に風を送る「踏みふいご」

と呼ばれる送風装置を動かすのに７００人以上の方々が夜を徹して参加されました。多

くの人々の参加を得ながら復元作業を進めていく「まほろん」の姿勢が受け入れら

れたものと思います。有難うございました。

　このほかにも多くのことがありました。ボランティアもようやくその活動にも慣

れ、独自のさまざまな活動をするように成長しています。体験活動も項目を少しず

つ入れ替えながら、伝統を受け継ぐことに努めています。

　引き続き「まほろん」の活動に参加してくださることをお願いいたします。

館　長　　藤　本　　　強
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１　開館までのあゆみ

平成６年度
福島県文化財保護審議会が、「福島県文化財セ
ンター（仮称）整備基本構想報告書」を答申
平成８年度
「福島県文化財センター白河館（仮称）基本
計画」策定
平成９年度
基本設計
平成１０年度
実施設計・用地取得・造成工事
平成１１年度
造成工事・建築工事
平成１１年１１月
施設愛称を公募し「まほろん」に決定
平成１２年３月　シンボルマーク・ロゴマーク
の決定
平成１２年度
建築工事・環境整備工事・野外展示工事・屋
内展示工事
平成１３年３月２７日　福島県文化財センター白
河館条例及び施行規則制定
平成１３年度
屋内展示工事
平成１３年４月１日　福島県より財団法人福島
県文化振興事業団に管理運営委託

２　開館後のあゆみ

平成１３年７月１５日
福島県文化財センター白河館開館記念式典
平成１３年８月５日
開館記念イベント「まるごと体験まほろんろ
ん」開催
平成１３年８月１７日　入館者１万人到達
平成１４年１月２６日　入館者３万人到達
平成１４年７月２１日
開館１周年記念イベント「まほろん１周年だ
よ！ボランティア２００２」開催
平成１５年７月１２日～８月２４日
まほろん移動展「新編陸奥国風土記　巻之二
石背郡」須賀川市立博物館にて共催

平成１５年７月１９日～９月７日
平成１５年度まほろん夏のてんじ「よみがえり
－Ｆ（ふくしま）Ｉ（いばらき）Ｔ（とちぎ）－」
開催

平成１５年７月２０日
開館２周年記念イベント「まほろん２周年だ
よ！ボランティア２００３」開催

平成１５年７月２７日
平成１５年度まほろん夏のてんじ記念座談会
「考古学が解き明かす福島・茨城・栃木の交
流」開催

平成１５年１０月１８日～１１月２４日
平成１５年度まほろん秋のてんじ「ふくしまの
重要文化財Ⅱ－考古資料　奈良・平安時代編－」
開催

平成１６年２月２８日
開館以来の入館者が１０万人到達

平成１６年３月１３日～５月１６日
平成１５年度まほろん春のてんじ「新編陸奥国
風土記　巻之三　安積郡」開催

年　表
９４年度　福島県文化財保護審議会が「福島県文

化財センター（仮称）整備基本構想報
告書」を答申

９６年度　「福島県文化財センター白河館（仮称）
基本計画」策定

９７年８月　基本設計（～９８年３月）
９８年５月　実施設計（～９９年３月）
９９年８月　着工
００年１０月　竣工
０１年３月　環境整備工事完了
０１年６月　展示工事完了
０１年７月　開館

工期　着工　平成１１年７月１２日
完成　平成１２年１０月１６日

第１章　まほろんの沿革　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第１章　まほろんの沿革
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第２章　平成１５年度組織と職員　 　　　　　　　　　　　　　　　 

　福島県文化財センター白河館は、福島県教育委員会から財団法人福島県文化振興事業団に管理運営業
務が委託された事業を行う。財団法人福島県文化振興事業団の組織及び福島県文化財センター白河館の
組織・業務の概要は以下のとおりである。

１　まほろんの組織

�

２　職　員　名　簿

氏　　名職　　　名氏　　名職　　　名

鈴 鹿 良 一課 長

教　
育　
普　
及　
課

藤 本　 強館 長

森　 幸 彦主 任 学 芸 員横 山 公 一副 館 長

吉 田 秀 享主 任 学 芸 員横 山 公 一課長（兼務）総
務
管
理
課

藤 谷　 誠主 任 学 芸 員白 坂 吉 見主 査

鈴 木 晴 夫主 任 学 芸 員吉 田　 功主 任 学 芸 員

今 野　 徹副主任学芸員枝　松　雄一郎主 事

高 橋　 満副主任学芸員大 越 道 正課 長
研　

修　

課

職員数　１７名

（内訳）　派遣職員　６名

財団職員　１１名

石 本　 弘専 門 学 芸 員

松 本　 茂専 門 学 芸 員

五十嵐　敏　裕主 任 学 芸 員

青 山 博 樹副主任学芸員

定数外
アテンダント（嘱託）５名　　　　臨時事務補助員　　　２名
郡　司　知　子　　　　　　　　　近　藤　圭　子（～７月）
緑　川　千彩子　　　　　　　　　柳　沼　美　和（８月～）
甲　賀　寿美恵　　　　　　　　　荒　木　　　瞳（～１１月）
佐久間　育　子　　　　　　　　　印　田　さやか（１２月～）
小　黒　加容子
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第３章　平成１５年度予算

１　一　般　会　計

２　物品販売特別会計

第３章　平成１５年度予算　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

支　　　　　　　　出収　　　　　　　　入
決 算 額中 科 目大 科 目決 算 額中 科 目大 科 目

３７３，２００諸 謝 金文化財センター
白河館管理委託費

９５，０００，７３９文化財センター
白河館管理事業

受託事業収入
３，０４６，８８４旅 費 交 通 費
６，４３６，７９９消 耗 品 費
３６６，６１７燃 料 費１６２，７６２，３６０文化財センター

白河館運営事業
事業補助金収入

２７，５９０会 議 費
４，４３９，０８９印 刷 製 本 費
１１，４３２，９２７光 熱 水 料 費０退職給与引当金

戻 入 収 入
特定預金収入

２，２５４，７７９修 繕 料
７，４４７，５１４通 信 運 搬 費
２，２９８，３６２手 数 料５３１預金利息収入雑 収 入
３８２，２７０保 険 料

４０，６８９，４８０委 託 料
１５，６４９，２２５賃 借 料

６，０００負 担 金
１５０，００３租 税 公 課

９５，０００，７３９小 計
１４，７１２，２８５報 酬文化財センター

白河館運営補助費 １２２，２５８，９３２給 料 手 当
０退 職 手 当

１６，４５４，５９５福利厚生費（人件費）
４，４８４，９６０退職手当引当金支出
４０７，６２６福利厚生費（物件費）

０災 害 補 償 費
３，４３６，９５９賃 金
７４，２００諸 謝 金
６９８，６５０旅 費 交 通 費

０交 際 費
０会 議 費

１６５，３８４手 数 料
６９，３００負 担 金

１６２，７６２，８９１小 計
２５７，７６３，６３０合　　　計２５７，７６３，６３０合　　　計

支　　　　　　　出収　　　　　　　入
決　算　額科　　　　　目決　算　額科　　　　　目

３，３４１，７９９
８，７００
５，８７２

３４５，１１４

１．事 　　　 業 　　　 費
販 売 物 購 入 費
包 装 ・ 宣 伝 費
通 信 運 搬 費
事 務 用 品 費

５，２４０，６８２
１．事 　 業 　 収 　 入

物 品 販 売 収 入

３４５，１９５
５，０５０
２１，２５０

１２

２．雑 　　　 収 　　　 入
自動販売機手数料
公 衆 電 話 手 数 料
委 託 販 売 手 数 料
預 金 利 息 ２２６，６３２

２．人 　　　 件 　　　 費
給 与

７１７，４０１
３．租 　 税 　 公 　 課 　 費

法人税・消費税等１，８０１，１５０
３．繰 　　　 越 　　　 金

前 年 度 繰 越 金

５００，０００
４．長 　 期 　 借 　 入 　 金

長 期 借 入 金 返 済
５，１４５，５１８計７，４１３，３３９計

（単位：円）

（単位：円）
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１　管　理　運　営

１．運営協議会

　福島県文化財センター白河館の運営に関し、
館長の諮問に応じ、各種事業等の企画実施につ
いて審議するもので、委員は学校教育及び社会
教育の関係者並びに学識経験から６名を委嘱し
ている。
名　簿
岡田茂弘　東北歴史博物館長（会長）
渡邉一雄　福島県考古学会顧問（副会長）
齋藤邦光　西白河小中学校連合協議会会長

白河市立白河中央中学校長
和知　延　白河市文化財保護審議会委員

鹿嶋神社宮司
結城光夫　独立行政法人国立少年自然の家

国立那須甲子少年自然の家所長
山崎京美　いわき短期大学助教授
会　議
平成１５年度第１回運営協議会
日　時　平成１５年８月２２日（金）
場　所　福島県文化財センター白河館会議室

議　事
�　福島県文化財センター白河館の運営
状況について

�　福島県文化財センター白河館の課題、
中・長期目標及び平成１５年度の目標・
事業の展開方向について

�　その他
平成１５年度第２回運営協議会
日　時　平成１６年３月１９日（金）
場　所　福島県文化財センター白河館会議室
議　事
�　平成１５年度福島県文化財センター白
河館の運営状況について

�　平成１６年度福島県文化財センター白
河館事業計画について

�　その他

２．出　版　物

・福島県文化財センター白河館年報２００３
・福島県文化財センター白河館研究紀要２００３
・まほろん通信（VOL.８～VOL.１１）

第４章　平成１５年度事業の概要　 　　　　　　　　　　　　　　　 

出版物（まほろん通信・年報・研究紀要）
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第４章　平成１５年度事業の概要

２　資料管理事業

１．収蔵資料数一覧

合　　　　　計地図・カード類図　　　　　面写　　　　　真遺　　　　　物

４０，６２０５０３７９３２，３９４３６，９３０一 般 収 蔵 庫

３８０３８０特 別 収 蔵 庫

４１，０００５０３７９３２，３９４３７，３１０合 計
＊１　一般収蔵庫の収容能力は最大６６，０００箱  

＊２　特別収蔵庫には保存処理済みの木質遺物・金属製遺物を収納

（箱）

２．資料貸出し

遺　物
数量資　　　　　料　　　　　名貸　　出　　目　　的貸　　出　　先日　付
１
３
４１
７１
１
１
２５
２６
２２
１３４
４９
２９
２４
１２
１３
１
２
１
１
２０
４
１
１

新地町向田Ａ遺跡出土鋳型
相馬市山田Ａ遺跡出土鋳型
福島市獅子内遺跡出土石器
福島市弓手原Ａ遺跡出土石器・石製品・土偶・木製品
福島市八方塚Ａ遺跡出土縄文土器
福島市小屋舘遺跡出土石製品
矢吹町弘法山古墳群出土須恵器・土師器・玉類
白河市一里段Ａ遺跡出土石器
楢葉町大谷上ノ原遺跡出土石器
玉川村江平遺跡出土石器・土師器・須恵器・玉類・木簡・横笛
本宮町山王川原遺跡出土須恵器・土師器・土製品・石製品
いわき市大猿田遺跡出土木製品・木簡
いわき市白岩堀ノ内遺跡出土弥生土器・石器
須賀川市松ヶ作Ａ遺跡出土弥生土器・石器・鉄製品
原町市鳥打沢Ａ遺跡出土須恵器・鉄滓
原町市大船迫Ｃ遺跡出土須恵器
原町市大船迫Ａ遺跡出土須恵器・土師器
玉川村江平遺跡出土横笛
三春町柴原Ａ遺跡出土土偶
磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡出土縄文土器
天栄村桑名邸遺跡出土縄文土器
郡山市荒小路遺跡出土土偶
郡山市宮田館跡出土陶器

特別展「仙台藩の金と鉄」

企画展「発掘ふくしま３」

企画展「律令国家の誕生と下野国」

企画展「木とくらし」
移動博物館「田村地方の歴史」
企画展「原始美術の華縄　文土器の造形」

特別展「三春城と仙道の城」

東北歴史博物館

福島県立博物館

栃木県立しもつけ風土記の丘資料館

多賀城市埋蔵文化財調査センター
福島県立博物館
郡山市立美術館

三春町歴史民俗資料館

６月１３日

６月２６日

８月２６日
９月２６日

１０月２１日
１０月２４日
１２月２５日

３月２３日
４８３合　　　　　　　　　　計

（点）

数量資　　　　　料　　　　　名掲 載 刊 行 物 等貸　　出　　先日　付
１
１０
１１
５
１
３０
２
１６
１
１
５
５
２
１４
１２
４
２５
１
１

まほろん施設外観
まほろん外観・内観・体験学習・イベントほか
広野町上田郷Ⅵ遺跡遠景ほか
まほろん外観・内観ほか
体験学習
白河市一里段Ａ遺跡調査写真ほか
矢吹町弘法山古墳群出土装身具ほか
須賀川市松ヶ作Ａ遺跡出土弥生土器・石器・鉄製品
平成１５年度まほろん移動展リーフレット掲載写真
玉川村江平遺跡出土横笛
まほろん外観・一般収蔵庫・体験学習・講座等開催状況
原町市大船迫Ａ遺跡出土須恵器・土師器・羽口ほか
新地町向田Ａ遺跡出土鋳型
野外展示「奈良時代の家」
郡山市駒形Ａ遺跡出土土師器
国見町下入ノ内遺跡出土土師器・須恵器ほか
磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡出土縄文土器ほか
飯舘村岩下Ｂ遺跡１号住居跡
まほろん施設外観

「東北税理士会報」
「建築画報ＶＡ（VISUAL ARCHITECTURE）７月号」
「広野町史　資料編　第一集」
進学情報誌「さぴあ」６月号
「ゆうゆうらんど」夏号
企画展「発掘ふくしま３」図録・ポスター・パネル等
企画展「発掘ふくしま３」図録・ポスター・パネル等
企画展「発掘ふくしま３」図録・ポスター・パネル等
平成１５年度まほろん移動展広報チラシ
多賀城市市川橋遺跡２９次調査出土横笛記者発表資料
企画展「発掘ふくしま３」図録・ポスター・パネル等
企画展図録「律令国家の誕生と下野国」
東北電力広報誌「白い国の詩」・HP「白い国の詩」
文化財読本「船引の歴史と文化財」
「考古資料大観　第３巻　弥生・古墳時代　土器Ⅲ」
歴春ふくしま文庫５０「ふくしまの古墳時代」
企画展図録「縄文土器の造形」
企画展「縄文の精華・亀ヶ岡文化展」図録・パネル
白河工場見学者への周辺施設案内

東北税理士会
株式会社　佐藤総合計画
広野町教育委員会
株式会社　りいふ・しゅっぱん
株式会社　進和クリエイティブセンター
福島県立博物館
福島県立博物館
福島県立博物館
須賀川市立博物館
多賀城市埋蔵文化財調査センター
福島県立博物館
栃木県立しもつけ風土記の丘資料館
株式会社　創童舎
船引町教育委員会
株式会社　小学館
歴史春秋出版株式会社
郡山市立美術館
早稲田大学會津八一記念博物館
東洋羽毛工業株式会社

４月２日
４月１１日
４月２３日
５月９日
５月２０日
５月２１日
５月３０日
６月１２日
６月２０日
７月１０日
７月１０日
８月１６日
８月１６日
８月２１日
８月２１日
９月５日
９月５日
９月５日
９月２５日

写　真 （点）
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数量資　　　　　料　　　　　名掲 載 刊 行 物 等貸　　出　　先日　付
１
２１
１
４２
５１
３
３
１０
１
１
４
８
２５
２
４
３

玉川村江平遺跡出土横笛
福島市弓手原Ａ遺跡遠景ほか
玉川村江平遺跡出土横笛
玉川村江平遺跡遠景ほか
いわき市大猿田遺跡出土木簡ほか
原町市大船迫Ａ遺跡
野外展示「奈良時代の家」ほか
郡山市宮田館跡出土陶器ほか
磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡と磐梯山
会津坂下町能登遺跡出土土製品
白河市一里段Ａ遺跡１・４号土坑ほか
福島市弓手原Ａ遺跡出土剥片ほか
東村笊内古墳群出土金銅装鏡板付轡ほか
三角縁神獣鏡復元品ほか
泉崎村関和久遺跡SB０１・０２・０３ほか
小高町荻原遺跡遠景ほか

企画展「木とくらし」パネル
「摺上川ダム遺跡発掘調査成果パンフレット」他
テレビ番組「じょうず・悠遊独歩～笛師・田中敏長～」
研究協議会「初期群集墳と集落の様相」発表資料
「遺跡の案内人」登録前研修
県政広報番組「こんにちはふくしま」
「白河市史　通史編１」
特別展図録「三春城と仙道の城」
企画展「縄文土器の造形展」パネル
「季刊考古学８６号　特集・弥生時代の祭り」
「白河市史　通史編１」
企画展「縄文人の知恵と力」図録・パネル・広報誌等
特別企画展「百済武寧王と倭の王たち」図録・広報誌等
「社会科中学生の歴史－日本の歩みと世界の動き－初訂版」
「史跡関和久官衙遺跡」説明板作成
小高町学校副読本「おだかの縄文時代（仮）」

多賀城市埋蔵文化財調査センター
財団法人福島市振興公社
岐阜放送
遺跡調査部
遺跡調査部
株式会社福島中央テレビ
白河市教育委員会
三春町歴史民俗資料館
郡山市立美術館
株式会社　雄山閣
白河市教育委員会
小山市立博物館
百済武寧王展実行委員会
株式会社　帝国書院
泉崎村教育委員会
小高町教育委員会

９月２５日
１０月７日
１０月１２日
１１月２日
１１月１２日
１１月１５日
１２月１３日
１２月２０日
１２月２５日
１月６日
１月２９日
２月４日
２月１８日
２月２０日
３月２日
３月５日

３２７合　　　　　　　　　　計

数量資　　　　　料　　　　　名貸　　出　　目　　的貸　　出　　先日　付
１
３
９
３
２
３

新地町向田Ａ遺跡獣脚シリコン模型
相馬市山田Ａ遺跡獣脚シリコン模型
象嵌鍔・大刀・横笛・木簡・網針復元品
鉄斧装着復元品、鎌装着復元品、鍬装着復元品
玉川村江平遺跡出土横笛復元品
正倉院横笛復元品、神楽笛

特別展「仙台藩の金と鉄」

企画展「発掘ふくしま３」
企画展「木とくらし」

東北歴史博物館

福島県立博物館
多賀城市埋蔵文化財調査センター

６月１３日

６月２６日
１０月２１日

２１合　　　　　　　　　　計

（点）その他

数量資　　　　　料　　　　　名閲　　覧　　目　　的閲　　覧　　者日　付
２９
６４
１６
２８６
１１０
２４７
１６３

１１５
４８
１３２
６５
１
７０４
１，３１３
２３２
２７

５，７５４
１８４

１０４
４３
５２

相馬市段ノ原B遺跡出土石器ほか
相馬市善光寺遺跡出土須恵器
原町市大船迫Ａ遺跡出土須恵器・土師器・羽口・鉄滓
相馬市善光寺遺跡出土須恵器・瓦ほか
磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡出土縄文土器ほか
磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡出土縄文土器ほか
玉川村江平遺跡出土土師器ほか

飯舘村岩下Ａ遺跡出土石器ほか
原町市長瀞遺跡出土石器ほか
須賀川市大久保Ａ遺跡出土玉類ほか
相馬市段ノ原B遺跡出土縄文土器
郡山市宮田館跡出土陶器
新地町三貫地遺跡出土石器ほか
楢葉町馬場前遺跡出土縄文土器ほか
小野町小滝遺跡出土縄文土器ほか
泉崎村関和久上町遺跡出土土師器ほか
福島市獅子内遺跡出土縄文土器ほか
飯舘村松ヶ平Ａ遺跡出土縄文土器ほか

原町市長瀞遺跡出土石器ほか
泉崎村関和久遺跡出土円面硯ほか
磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡出土縄文土器ほか

個人研究の資料調査
卒業論文作成の資料調査
企画展の参考資料実見
卒業論文作成の資料調査
卒業論文作成の資料調査
卒業論文作成の資料調査
研究協議会「初期群集墳と集落の様相」

博士論文作成の資料調査
卒業論文作成の資料調査
共同研究の資料調査・研究
調査報告書作成の資料調査
特別展借用資料の実見
卒業論文作成の資料調査
調査報告書作成の資料調査
調査報告書作成の資料調査
調査報告書作成の資料調査
調査・研究
調査報告書作成の資料調査

個人研究の資料調査
資料調査
出土資料との比較・検討

個人
個人
栃木県立しもつけ風土記の丘資料館職員
個人
個人
個人
遺跡調査部職員・�とちぎ生涯学習
文化財団埋蔵文化財センター職員
個人
個人
�大阪府文化財センター職員
個人
三春町歴史民俗資料館職員
個人
北上市立埋蔵文化財センター職員
遺跡調査部職員
須賀川市教育委員会職員
『縄紋学舎』（関東地方縄紋研究団体）
�ひたちなか市文化・スポー
ツ振興公社センター職員
個人
�埼玉県埋蔵文化財調査事業団職員
鹿瀬町教育委員会職員

６月２９日
７月１５日
８月１５日
９月９日
９月１７日
１１月１２日
１１月１３日

１１月１５日
１１月２２日
１１月２９日
１２月１０日
１月１５日
１月１７日
２月１９日
２月２５日
２月２６日
２月２８日
３月９日

３月９日
３月１７日
３月２４日

９，６８９合　　　　　　　　　　計

３．資　料　閲　覧

遺　物 （点）

数量資　　　　　料　　　　　名閲　　覧　　目　　的閲　　覧　　者日　付
３国営総合開発事業母畑地区計画平面図町史編纂石川町教育委員会職員４月２２日

３合　　　　　　　　　　計

その他 （点）
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３　情報発信事業

１．ホームページによる情報発信

　４月からのアクセス数の推移を下表に示した。
年間アクセス数は４１，０７１件で、月平均３，４２２件と
なっている。年度ベースでは、昨年度よりも
９，２０４件増加している。

３．研　究　紀　要

研究紀要目次
－研究論考－
福島県内出土古墳時代象嵌資料の研究復元製作
（研究復元プロジェクトチーム）
〔１〕「古墳時代象嵌資料の研究復元制作」の

企画（森　幸彦）
〔２〕古墳時代の鉄事情からみた象嵌技術

（鈴木　勉）
〔３〕「古墳時代象嵌資料の研究復元制作」の

再現実験の課題（鈴木　勉）
〔４〕福島県内出土の象嵌資料（森　幸彦）
〔５〕研究復元の目的と手法（押元信幸）
〔６〕弘法山５号横穴墓出土針葉文銀象嵌大刀

（押元信幸）
〔７〕弘法山５号、中田、郭内８号各横穴墓か

ら出土した象嵌遺物の復元（鈴木　勉）
〔８〕郭内横穴墓出土鍔の復元制作及び疑問に

ついて（木下哲人）
〔９〕八幡横穴墓群出土銀線象嵌鍔の復元制作

（松林正徳）
〔１０〕八幡２号横穴墓出土心葉文象嵌鍔の文様

復元（松林正徳）
〔１１〕八幡２号横穴墓出土心葉文象嵌鍔の復元

について（黒川　浩）
〔１２〕古墳出土鉄製鍔の着色法についての可能

性を探る（増子浩代）
〔１３〕八幡２３号横穴墓出土大刀の花形文象嵌刀

身の復元（押元信幸）
〔１４〕「古墳時代象嵌資料の研究復元制作」の

技術史的成果（鈴木　勉）
〔１５〕象嵌復元遺物からのメッセージ

（森　幸彦）
縄文時代中期における火災住居の性格－馬場前
遺跡・上ノ台Ａ遺跡の事例分析から－
（小暮伸之）

第４章　平成１５年度事業の概要

２．データベースによる情報提供

ａ　アクセス数の推移
　平成１５年度のアクセス数を下表に示した。
データベースの年間アクセス数は２５，９２５件、月
平均アクセス数は２，１６０件となっている。平成
１３年度の月平均アクセス数が２０，９３９件であり、
約５，０００件程増加している。

ｂ　新規データベースの公開
　平成１３年度には構築されていたが、公開して
いなかった文献データベースについて、１１月か
ら当館に入力されている分について公開を開始
した。（初期データ数は６，５７４件）
　平成１３年度から入力してきた遺物写真につい
て「遺物写真データベース」として、１２月から
公開を開始した。（初期データ数は、２，０８６件）

累計アクセス数月間アクセス数月
４９，８８７３，２５８４月
５３，５８３３，６９６５月
５７，３６９３，７８６６月
６１，２６１３，８９２７月
６５，２２７３，９６６８月
６８，８０３３，５７６９月
７２，３０４３，５０１１０月
７５，５８６３，２８２１１月
７８，０７２２，４８６１２月
８０，８５２２，７８０１月
８３，８１４２，９６２２月
８７，７００３，８８６３月

９月８月７月６月５月４月
９０２７３８８７０９３３７２８５９７遺跡
３５４３５４３５８３８４３５３２６８遺物
６４５５０６３６２６５５４８１４４２写真
２２６１４８１１１１５１１０１８７文献
２，１２７１，７４６１，７０１２，１２３１，６６３１，３９４合計
３月２月１月１２月１１月１０月
６３８８６１６７０１，１０８１，８９２２，６５４遺跡
３２３６９７８６１９２１４２５３４６遺物
２８０４４４３３３２７０６７５３６６写真
１９９１９５２１７２６５４５９７２文献
１，４４０２，１９７２，０８１２，５６４３，４５１３，４３８合計

累　　　計入　力　数種　　 　類
１３，６８５１０遺跡（基本データ）
３，４９３８７遺跡（調査情報）

２０４，１２０１，３５９遺物
２，０８６２，０８６遺物写真
４２，８３０６，３３９写真
６，５７４６，５７４文献

２７２，７８８１６，４５５合計

ｃ　データ入力
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－文化財報告－
構造調査・クリーニングから得られた調査成果
（Ⅱ）－赤彩土器の顔料の蛍光Ｘ線分析－
（奥山誠義）
文化財データベースについて－その３　写真と
文献データベースについて－（藤谷　誠）

４．まほろん通信

　４月１５日、７月１５日、１０月１５日、１月１５日の
４回、５，０００部を発行した。概要は以下となっ
ている。
ａ　まほろん通信VOL.８
・ガラス玉を作る
・研修課より（まほろん研修今年の予定）
・総務管理課より（平成１４年度入館者３０，０００
人突破）
・体験学習（土偶・土面作り、竹笛をつく
りました）
・シリーズ復元展示（鋳型からみた鉄製品
の復元その１）
・今年度の行事予定
ｂ　まほろん通信VOL.９
・見どころ案内ツアー開始
・体験学習（今年も盛況）
・ボランティアイベント（「まほろん２周年
だよ！ボランティア２００３」）
・まほろん夏のてんじ（よみがえり－ＦＩ
Ｔの昔むかし）
・研修課より（第１回「体験学習支援コー
ス」）
・総務管理課より（まほろんショップの人
気商品）

ｃ　まほろん通信VOL.１０
・カラムシから布をつくる
・体験学習（第３次まほろん探検隊、「弥生
グルメ祭」のおしらせ）
・まほろん秋のてんじ（ふくしまの重要文
化財Ⅱ－考古資料　奈良・平安時代編－）
・シリーズ復元展示（鋳型からみた鉄製品
の復元その３）
・研修課より（「教職員のための発掘体験研
修」）

・総務管理課より（バックヤードツアー②）
ｄ　まほろん通信VOL.１１
・本年度のおでかけまほろん

・鉄づくりイベント報告１
・まほろん春のてんじ（新編陸奥国風土記
－巻之三　安積郡－）

・体験学習（弥生グルメ祭）
・研修課より（無形の文化財コース、「時
代別研究コース」）

・総務管理課より（新職員紹介）

５．館長講演会

６．文化財講座

参加
人数

テ　　ー　　マ月　日

１３
２９
２４

第１回「原始・古代の「衣」」
第２回「原始・古代の「食」」
第３回「原始・古代の「住」」

１月２５日
２月２２日
３月２８日

参加
人数

テ　　ー　　マ月　日

２７
１７
１９
１６
２０
１７

第１回「日本文化の多様性」
第２回「北の文化－北海道を中心として」
第３回「南の文化－南島を中心として」
第４回「各地の考古学調査－ヨーロッパ」
第５回「各地の考古学調査－西アジア」
第６回「各地の考古学調査－シベリア」

４月２６日
５月１７日
６月２８日
１０月２５日
１１月２９日
１２月２０日
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４　研修事業

１．研修事業実施の概要

　平成１５年度の研修は、入門研修７回、基礎研
修６回、専門研修７回、特別研修５回を実施し
た。これらの期日指定の研修以外に、受講者の
希望に応じて行う臨時館内研修を１６回、職員派
遣研修を１３回実施している。平成１５年度に研修
を実施した日数は延べ１３３日、研修の参加者は
３１５人である。

２．実　　　績

　平成１５年度に実施した研修の参加者の職業別
内訳は以下のとおりである。最も参加の多かっ
た市町村等で文化財の保護に携わる職員は、
１３７人で全体の４３．５％占めている。前年度より
５１人ほど多くなっている。次に多かったのが文
化財関係の市民ボランティアの１２４人で３９．４％
を占め、昨年度の教職員参加者を超えている。
教職員の参加者は４３人で１３．７％となっている。

その他一般人・学生が１１人で３．５％であった。
市町村の文化財保護に携わる職員の参加が増え
てきたことは、まほろん研修がこれらの人々に
周知されてきていると評価できる。教職員の参
加者は前年度とほぼ同じで横ばい状態だが、本
年度より活動を開始した「遺跡の案内人」ボラ
ンティアの参加が目立った。

３．研修実施状況

　�　入　門　研　修
　入門研修は、下表に示したとおり資料整理・
土器実測・埋蔵文化財事務・土坑調査・表面調
査の各研修をそれぞれ１回ずつと、入門考古学
講座を２回実施した。
　資料整理コースは、発掘調査で出土した遺物
や写真・実測図などの記録類は速やかに公開で
きるように、適切な整理・保管がなされなけれ
ばならない。この研修は資料整理の方法や手順
について実習等をとおして習得する研修である。
研修期間は４月２２～２５日の４日間行った。講師
は研修課職員が当たり、参加者は市町村の文化

第４章　平成１５年度事業の概要

場　所期　　　間内　　　　　　　　　　容研　　修　　名区分

館内４月２２日～４月２５日遺物・図面・写真整理の基本の研修資料整理コース
入　

門　

研　

修

館内６月２５日～６月２７日土師器・須恵器の観察と実測方法の研修土器実測コース

館内７月５日考古学の基礎や福島の各時代に関する入門的な研修入門考古学講座Ⅰ

館内９月２５日～９月２６日埋蔵文化財事務を円滑に行うための研修埋蔵文化財のための事務コース

鹿島町１１月１９日～１１月２１日土坑の調査記録方法の研修土坑調査コース

館内１２月６日考古学の基礎や福島の各時代に関する入門的な研修入門考古学講座Ⅱ

白河市３月２日～３月５日表面調査の方法の研修表面調査研修

小高町７月８日～７月１１日遺物包含層の調査・記録方法の研修遺物包含層調査コース
基　　
礎　　
研　　
修

会津高田町１０月７日～７月１０日竪穴住居跡の調査・記録方法の研修竪穴住居跡調査コース

船引町１０月２１日～１０月２４日試掘調査と遺跡範囲の決定の方法を学ぶ研修試掘調査コース

館内１月１５日～１月１６日さなざまな遺構の調査技術を習得する研修遺構調査技術コース

福島市２月３日～２月６日金属・有機質遺物の保存処理の研修保存処理コース

館内２月１８日～２月１９日見やすく分かりやすい調査報告書を作るための研修報告書作成コース

白河市６月１２日～６月１３日史跡整備のための調査・記録・事務手続きの研修史跡整備コース
専　

門　

研　

修

会津坂下町８月２６日～８月２９日特殊遺構の調査・記録方法の研修特殊遺構調査コース

郡山市９月９日～９月１２日古墳の墳丘調査に関する調査方法や記録方法の研修古墳墳丘調査コース

館内１０月１１日文化財や考古学の専門的知識を深める講座専門考古学講座Ⅰ

館内１２月１０日～１２月１１日時代別の専門的研修時代別研修

館内１月２７日～１月３０日官衙遺跡の特徴と調査の方法官衙遺跡研究コース

館内２月１４日文化財や考古学の専門的知識を深める講座専門考古学講座Ⅱ

館内５月１７日～５月１８日文化財を教材とする方法を学ぶ研修体験学習研修１

特　

別　

研　

修

館内７月２３日～７月２５日文化財を教材とする方法を学ぶ研修体験学習研修２

二本松市８月６日～８月８日発掘調査を体験し、学校教育・社会教育に役立てる研修教職員発掘調査コース

館内・矢吹町１１月１２日～１１月１４日無形の文化財の基礎知識と調査方法概論無形の文化財コース

館内１１月２９日～１１月３０日文化財を教材とする方法を学ぶ研修体験学習研修３

館内臨時的文化財行政担当者としての全般的な知識を学ぶ研修市町村職員長期研修

館内臨時的遺物実測など要望に応じ個別に白河館で対応する研修臨時館内研修

館外臨時的市町村等の要請によって随時,職員を派遣して行う研修職員派遣研修

平成１５年度文化財研修実施一覧
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財担当職員や一般市民など４名だった。土器実
測コースは遺跡から出土した土器の実測方法を
学ぶ研修である。６月２５～２７日の３日間、研修
課職員が講師となって実施した。文化財担当職
員が３名参加し、土器実測の基礎を研修した。
入門考古学講座は、年２回開催している。第１
回は７月５日に研修課職員が講師を務め、「縄文
時代のすまい」を題材にして講義を行った。参
加者は２８名だった。第２回は１２月６日に福島大
学行政社会学部の菊地芳朗助教授を講師に迎え、
「古墳時代のはなし」を演題に講義を実施した。
２３名の参加者だった。埋蔵文化財のための事務
研修は、９月２５・２６日の２日間実施した。県教
育庁生涯学習・文化スポーツ領域文化財グルー
プの大平好一氏と県文化振興事業団遺跡調査部
の斎藤幹夫氏を講師に迎え、埋蔵文化財保護行
政の実際や遺跡調査の際の安全管理について講
義を行った。
　土坑調査コースは、鹿島町割田Ｃ遺跡の発掘
調査現場を研修会場に１１月１８～２１日の４日間に
わたって実施した。研修課職員が講師になり、
土坑の基本的な調査方法について研修した。参
加者は２１名だった。表面調査コースは、遺跡調
査の初期段階に行われる表面調査の方法を習得
する科目である。研修課職員が講師になり、参
加者２名と共に３月２～５日の４日間、白河市
本沼地区で実地研修を行った。
�　基　礎　研　修

　基礎研修は、遺物包含層調査・竪穴住居調
査・遺構調査技術・保存処理・報告書作成の各
研修を実施した。
　遺物包含層調査コースは７月８～１１日の４日
間、小高町浦尻貝塚の発掘調査現場を研修会場
にして、遺物包含層の基礎的な調査方法を学習
した。参加者は４名で、研修課職員が講師を務
めた。竪穴住居調査コースは会津高田町油田遺
跡の調査現場を研修会場として竪穴住居跡の調
査方法を実習した。期間は１０月７～１０日の４日
間で参加人数は２５名、研修課職員が講師となっ
た。試掘調査コースは、１０月２１～２４日の４日間、
船引町の前田遺跡で行った。遺跡の一部を発掘
して遺跡の範囲や営まれた時代を調査する研修
である。研修課職員が講師を務め、４１名の参加
者が調査方法を実習した。
　遺構調査技術コースは、１月１５・１６日の両日、

自然災害によって埋没した遺跡の調査方法を題
材に、群馬県子持村教育委員会の石井克己氏、
会津坂下町教育委員会の吉田博行氏、郡山市埋
蔵文化財発掘調査事業団の柳沼賢治氏を講師に
迎え研修を実施した。参加者は１０名だった。
　保存処理コースは、金属質遺物や有機質遺物
を劣化から守る保存処理技術について学ぶ研修
である。県文化振興事業団遺跡調査部の奥山誠
義氏が講師を務め、２月３～６日の４日間、遺
跡調査部の渡利分室で研修を実施した。報告書
作成コースは、報告書の原稿執筆、挿図・図版
の作成、編集などの一連の作業を学習する研修
である。２月１８・１９日の２日間館内で実施した。
�　専　門　研　修
　専門研修では、史跡整備・特殊遺構調査・古
墳墳丘調査・時代別・官衙遺跡研究の各研修と
専門考古学講座を２回実施した。
　史跡整備コースは史跡整備を行うための諸手
続きや範囲確認などの発掘調査の実際を習得す
る研修である。６月１２日・１３日の両日に白河市
の谷地久保古墳の調査現場を会場として実施し
た。特殊遺構調査コースは調査例の少ない特殊
な遺構の調査方法を学ぶ研修である。８月２６～
２９日の４日間、会津坂下町の陣が峯城跡で火災
に見舞われた建物跡の調査を研修した。参加者
は４名だった。古墳墳丘調査コースは９月９～
１２日の４日間、郡山市大安場古墳の調査現場を
会場にして、古墳の構築について１３名の参加者
が研修した。
　専門考古学講座は考古学のより深い知識を得
たいと考えている受講者を対象とした研修で、
年２回実施した。１回目はいわき市の馬目順一

教職員発掘調査コースのようす
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氏を講師に迎え、「福島県の弥生時代を考える―
墓のうつりかわり―」をテーマに講演していた
だいた。参加者は３２名だった。２回目はまほろ
んの藤本強館長による「遺跡の保存・整備・復
元」をテーマに講座を実施した。参加者は１９名
だった。１回目は１０月１１日に、２回目は２月１４
日にそれぞれ実施した。
　時代別研究コースは、まほろん所蔵の資料を
利用して行う研修で、今年度は縄文時代早期の
土器編年を遺跡調査部の山内幹夫氏が講義した。
１２月１０・１１日の両日に行い、参加者は１３名だっ
た。
　官衙遺跡研究研修は、奈良文化財研究所の山
中敏史氏を講師に迎え、官衙遺跡の調査・研究
の方法や、資料の分析方法などについて研修す
る講座である。今年は１月２７～３０日の４日間行
い、１１名が受講した。山中氏による官衙関連遺跡
の講義のほか、遺跡調査部の木本元治氏が「県
内の官衙関連遺跡」について、須賀川市教育委
員会の皆川隆男氏が「須賀川市矢ノ目Ａ遺跡」
について、塩川町教育委員会の和田聡氏が「会
津盆地の官衙関連遺跡」に関してそれぞれ事例
報告を行った。
�　特　別　研　修
　特別研修は、体験学習支援・教職員発掘調
査・無形の文化財の各コースのほか、不定期の
臨時館内研修・職員派遣研修・市町村職員長期
研修を実施した。
　体験学習支援コースは、学校や公民館などで
行う体験学習の指導者のために設けた研修で、
今年度は３回実施した。１回目は５月１７・１８日
の２日間、２回目が７月２３～２５日の３日間、３

回目が１１月３０日に行い、参加人数は合わせて２０
名だった。「マイギリ」と「アンギン編み」の道
具を身近な材料で作る方法や、教材としての使
用方法を学習した。
　教職員発掘調査コースは、教職員や文化財保
護に関わる人たちに発掘調査を体験してもらう
研修である。今年度は二本松市二本松城跡の発
掘調査現場を会場に、８月６～８日の３日間行
われた。参加者は２２名だった。
　無形の文化財コースは、無形の文化財を取り
扱う市町村文化財担当者や民俗関係の資料館の
学芸員を対象に新設した講座である。今回は１１
月１２～１４日の３日間行い、矢吹町明新地区に伝
わる「明新獅子舞」の保存に関する聞き取り調
査を中心に、無形の文化財保存方法について研
修した。
　臨時館内研修は１６回実施し、２４名の人達が受
講した。内容は遺物の写真撮影研修、石器の観
察研修、土器の分類に関する研修などであった。
職員派遣研修は会津高田町油田遺跡の発掘調査
に関わる研修をはじめとして１３回の研修を実施
し、４３名が受講した。発掘調査方法の研修では、
他に白河市・船引町などに発掘調査に職員を派
遣した。調査に関する研修以外では西郷村で土
器作り研修を行った。

４．今後の課題

　実績の項でも触れたように、研修参加者は昨
年に比べ増加している。これはまほろんの研修
が各市町村の文化財担当職員に周知され、ある
程度評価されていると考えられる。参加者の増
加につながっているもう一つの要因に、文化財
関係の市民ボランティアの存在がある。まほろ
んボランティアの活動にも見られるように、文
化財の保護意識を高めるために、市民との連携
はいまや不可欠である。まほろん研修でもボラ
ンティアが求める知識を提供できるように努め
たい。また、教職員も「教職員発掘調査コース」
や体験学習支援コースに一定量の参加が認めら
れる。しかし、参加者に記入をお願いしている
アンケートによると、研修事業をはじめて３年
になる現在に至っても、その存在を知らなかっ
たという意見が多い。県南地域を中心とした各
教育機関等への個別訪問など、きめ細かな広報
活動が求められよう。

第４章　平成１５年度事業の概要

体験学習支援コースのようす
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５　体験学習事業
　平成１５年度に実施した体験学習プログラムと
その実績は、以下のとおりである。

１．常時体験型

�　個人対応メニュー
　体験活動室において、個人を対象に実施する
体験学習で、２週間毎に２メニューを入れ替え
たが、１２月９日よりアとセをセットメニューと
した。
ア．勾玉づくり　　　イ．アンギン編み
ウ．土器拓本　　　　エ．土器にさわる
オ．火おこし　　　　カ．時代衣装を着る
キ．クレヨン象嵌　　ク．ガラス玉づくり
ケ．土器づくり　　　コ．七夕短冊づくり
サ．原始機　　　　　シ．昔の玩具で遊ぶ
ス．貝輪づくり　　　セ．管玉づくり
　セは新メニューで、勾玉小を３等分し、底面
中央に紐を通すための径３㎜の穴を空けた。勾
玉と同じ要領で管玉に仕上げる。材料費は４００
円で提供した。
　アはケ実施時以外は通年で行ったため体験者
数が多い。それ以外は年間２回から３回実施し
た。なお、各メニューを週割りにすると、オが
９９人、カが９５人、シは９１人であった。

ア．勾玉づくり　　　イ．アンギン編み
ウ．火おこし　　　　エ．土器にさわる
オ．時代衣装を着る　カ．ガラス玉づくり

　オとカは、先方と当館の事情が合致し特別に
行った。
　常時体験型メニューの体験者数を昨年度と比
較すると、平成１４年度１３，４８６人に対して平成１５
年度は１５，５５１人で、２，０６５人増加した。体験活
動室の体験者数は、６，４５４人に対して５，９７２人と
初のダウン。これは昨年度通年で行っていたエ
の人数が約６５０人減少したことによる。団体対応
については、７，０３２人に対して９，５７９人と２，５４７
人増加した。ウとエが１，０００人超の増加を示し
た。来館者に占める割合は、３９．２％に対して
４５．６％と６．４％増加した。

実技講座実施状況

２．募　集　型

�　実　技　講　座
　原始・古代の技術にふれる単発のプログラム
である。実施日はおもに第３土曜日とした。い
ずれも定員２０名で募集し、応募者多数の場合は
抽選とした。
　別表の１は初めて２日連続で講座を開催した。
ゆっくり作れる反面、遠方から来館される方に
は不便かもしれない。粘土を１㎏１００円で販売
し、不足した場合はその場で販売した。３～７・

参加者数実　施　日内　　　　　容
２６人４月１９・２０日縄文土器づくり１
１５人５月２４日縄文土器の野焼き２
１４人６月２１日古代の琴づくり３
１７人７月１９日カラムシから布をつくろう１４
１８人８月２３日カラムシから布をつくろう２５
２８人９月２０・２１日弥生土器づくり６
９人１０月１８日石包丁づくり７
６５人１０月２５日弥生土器の野焼き８
１４人１１月１５日カラムシから布をつくろう３９
１４人１２月２０日凧づくり１０
１２人１月１７日土偶・土面づくり１１
３２人２月２１日土偶・土面の野焼き１２
２１人３月２０日石器づくり１３

参加者数内　　容参加者数内　　容
５９５人火おこし３，３８６人勾玉づくり
３８１人時代衣装４０８人クレヨン象嵌
２３０人土器づくり２８０人ガラス玉
１４２人貝輪づくり１８２人昔の玩具
７８人管玉づくり１２０人七夕飾り
４０人土器拓本７０人土器さわり
２９人アンギン編み３１人原始機

体験活動室実施状況

�　団体対応メニュー
　体験メニューは以下のとおり。

管玉づくりのようす

参加者内　　容参加者内　　容
２，８４９人火おこし５，１８９人勾玉づくり
８２人アンギン編み１，３９７人土器さわり
２０人時代衣装３２人土器づくり

１０人ガラス玉づくり

団体実施状況

体験者数内訳合計と来館者数の比率

１７．５０％活動室比率５，９７２人活動室計
２８．１０％団体比率９，５７９人団体計
４５．６０％体験者比率１５，５５１人体験者合計

３４，０６８人来館者数
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９は新メニューである。３は杉板で形を作り、
水糸を通して４弦琴を作成した。４・５・９は、
４でカラムシを刈り芋引きをした。５で糸にし
た。９で布を作った。７は荒削りした粘板岩に
穴をあけ、研ぎ出した。
�　イ　ベ　ン　ト
　遺跡見学や年中行事にちなんだイベントを組
んだ。鉄作り準備以外の実施日はおもに第１日
曜日である。
①昔話を聞こう
　当館ボランティア及び「白河市語りの会」の
協力を得て実施した。

であった。
④弥生グルメ祭り

　メニューは、「シカ鍋」、「サケ鍋」、「紫米の
チマキ」、「赤米・紫米を炊いたもの」、「弥生風
栗きんとん」などである。鍋を煮込んでいる間
に餅つきとデザートを作った。

第４章　平成１５年度事業の概要

②体験発掘ツアー
　会津高田町教育委員会の協力を得て油田遺跡
で実施した。奈良・平安時代の遺物包含層と古
墳時代の住居跡を体験発掘した。
③鉄づくり
　「砂鉄選別」は、斜めにしたトレイの上に砂鉄
を置き上から水を流した。「羽口づくり」は、木
の棒を芯にして粘土を巻き付け、成形したら芯
棒を抜き乾燥後焼成した。
　「製鉄炉」は、原町市大船迫Ａ遺跡１５号製鉄炉
をモデルに、野外展示製鉄炉の南側に新設した。
村下に藤安将平氏をお迎えした。操業時間は１５
時間３４分。投入した砂鉄は１３２．４㎏で、木炭は
２７９．１㎏であった。できた鉄は３４㎏で鉄滓は６０㎏

３．館外体験学習支援事業

　通称「おでかけまほろん」という事業である。
平成１５年度は、４～７月の前期に４回、９～１２
月の後期に５回の計９回実施した。前期１１団体
希望中、抽選で４団体に決定し、後期は抽選な
しで５団体に決定した。

�　まほろん探検隊
　第３次探検隊総勢１９名。毎月第２土曜日に実
施した。活動内容は、弥生時代に関するもので、
稲作や弥生土器・石庖丁を制作した。田植えは、
奈良時代住居前の水田に紫米を植えた後、他の
水田に紫米・赤米・餅米・ひとめぼれ等を植え、
１２時に終了した。

おでかけまほろん実施状況

参加者数実　施　日内　　　　　　　容学　年　・　科　目訪　　問　　先

２２人４月１８日火おこし６年　社会喜多方市立慶徳小学校１

３１人５月７日土器にさわる・勾玉づくり１年　社会郡山市立片平中学校２

２５人５月８日勾玉づくり・火おこし６年　社会田島町立荒海小学校 ３

２８人７月２９日勾玉づくり・土器にさわる小３年～小６年福島市立吉井田公民館４

２４人９月１２日勾玉づくり・火おこし授業参観高等部１～３年　ＨＲ西郷養護学校（知的障害） ５

１７人９月１９日土器にさわる３年　選択社会須賀川市立小塩江中 ６

３１人９月２６日土器にさわる・勾玉づくり・火おこし６年　社会郡山市立御代田小７

１９人１０月３日火おこし・勾玉づくり ６年　総合的な学習の時間二本松市立原瀬小８

１２人１２月２日火おこし・勾玉づくり・土器にさわる３年　選択社会都路村立都路二中９

イベント実施状況

参加者数実　施　日内　　　　　容
　９５人５月４日昔話を聞こう１
１０５人８月１３・１４日鉄づくり（砂鉄選別）２
　２８人９月７日体験発掘ツアー３
　７５人９月１３～１５日鉄づくり（炉壁用粘土作成・羽口づくり）４
　１７人９月２０・２１日鉄づくり（木炭小割）５
３０５人１１月１・２日鉄づくり６
　２２人１２月７日弥生グルメまつり７
　４６人２月２８日鉄づくり（報告会）８

まほろん探検隊実施状況

参加者数実　施　日内　　　　　容
１０人５月１１・１２日結団式・田植え１
２８人６月８・９日弥生土器づくり２
９人７月１３日田んぼの草取り３
９人８月１０日石器づくり１４
１７人９月１４日石器づくり２５
１３人１０月５・６日稲刈り６
１４人１０月２５日弥生土器の野焼き７
２５人１１月２２・２３日お泊まり会・解団式８

昔話を聞こう
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６　常設展事業

１．常　設　展　示

�　構　　　成
１）プロムナードギャラリー
①「象徴展示」
②「探してみよう福島の文化財」
③「まほろん周辺の文化財」（パネル展示）
２）常設展示室
①「めぐみの森」
②「暮らしのうつりかわり」
〈昭和４０年代〉〈江戸時代〉
〈鎌倉・室町時代〉〈奈良・平安時代〉
〈古墳時代〉〈弥生時代〉〈縄文時代〉
〈旧石器時代〉〈生と死〉

③「暮らしをささえた道具たち」
サブコーナー〈まほろんビデオＢＯＸ〉

④「遺跡を掘る」
サブコーナー〈話題の遺跡〉

⑤「みんなの研究ひろば」
⑥「クイズ福島歴史発見」
⑦「のぞいてみよう福島の遺産」
⑧「しらかわ歴史名場面」
⑨映像展示
「ふくしまの文化財－いのちのかたち」

�　展　示　替　え
　平成１５年度は、以下のコーナーにて大幅な展
示替えを行った。内容及び展示資料は表の通り
である。
◆遺跡を掘る－話題の遺跡（「話題の遺跡」コー
ナー展示替え資料一覧表）

「話題の遺跡」コーナー展示替え資料一覧

所　有　者点数資　　　　料　　　　名タ　　イ　　ト　　ル展　示　期　間

白河市教育
委員会

８白河市前桜岡遺跡出土「昌」墨書土器

白河市内出土
「文字を記した土器」

０３０４０１～０３０５０１

１白河市前桜岡遺跡出土「田上」墨書土器
１白河市上根田ｹ入遺跡出土「大」墨書須恵器

４
白河市上根田ｹ入遺跡出土墨書土器
「大家」「下家」「大」「太」

１白河市上根田ｹ入遺跡出土「大」刻書土器

小高町教育
委員会

４縄文中期土器（大木８ａ、８ｂ式）

小高町浦尻貝塚出土資料紹介０３０５０１～０４０３０４

１１
土製品（土錘、土製ケツ状耳飾り、土製耳飾
り、土偶、土製円板）

４
石器・石製品（石鏃、石錘、石製ケツ状耳飾
り、凝灰岩製垂飾）

９
骨製品（エイ尾鏃、骨鏃、骨製垂飾、スズキ
エラ骨垂飾、シカ中手骨製垂飾、クジラ肋骨
製刀状製品）

９
角・牙製品（イノシシ牙斧、不明角器、タヌ
キ牙垂飾、サメ歯垂飾、イノシシ牙加工品）

５貝製品（貝錘、貝刃、サトウガイ製貝輪）

７
人・獣骨類（ヒト下顎骨、イノシシ下顎骨、
イヌ、タヌキ下顎骨、オオカミ下顎骨、シカ
角）

１１貝類（貝層断面剥ぎ取り、貝サンプル）

９
魚骨類（エイ、スズキ、マダイ、クロダイ、
コチ、フグ、ヒラメ、カレイ）
未分類魚骨一括

２その他（糞石、ドングリ一括）

４
パネル（貝塚全形写真、貝層断面写真、遺物
出土状況、発掘調査風景）

館蔵

５軒丸瓦・丸瓦

新指定県重要文化財紹介
泉崎村関和久遺跡出土資料

０４０３０５～０４０３３１

３軒平瓦・平瓦
１焼けた籾の塊
１４円面硯・転用硯
１１緑釉陶器・灰釉陶器
７「白」「厨」など墨書土器
９土師器・須恵器
２手捏ね土器
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◆みんなの研究ひろば（「みんなの研究ひろば」
展示資料一覧）
◆しらかわ歴史名場面（「しらかわ歴史名場面」
展示資料一覧）

　なお、本年度、まほろんマークのデザインを
手掛けていただいた郡山女子大学短期大学部デ
ザイン科の久家三夫教授より、まほろんマーク
を主題にした絵画作品を県教育委員会が受贈し

第４章　平成１５年度事業の概要

氏　　名点数資　　　　料　　　　名タ　　イ　　ト　　ル展　示　期　間

菊地鐡夫
（福島市）
会社員

１菊地鐡夫採集石器

菊地鐡夫さんの縄文時代石器研究０３０４０１～０３１００８
１研究ファイル
１昭和２９年１１月１７日新聞
１菊地鐡夫氏紹介パネル

渡部久子
（会津若松市）
美容師

１三島町荒屋敷遺跡土偶「髪型」

渡部久子さんの縄文時代髪型研究０３０４０１～０３１００８
１埼玉県後谷遺跡土偶「髪型」
１青森県三内丸山遺跡土偶「髪型」
１渡部久子氏紹介パネル

鈴木彩香
（白河市）
関辺小学校
５年生

１勾玉製作実験資料

鈴木彩香さんの勾玉研究０３０４０１～０３１００８
１勾玉研究経過写真等

１
「阿武隈川でメノウをみつけよう」研究ファ
イル

１採集鉱物等標本

鈴木　綾
（浅川町）
里白石小学
校５年生

１
「古代米をそだててみよう！～古代米作りに
ちょうせん！」研究ファイルⅡ

鈴木綾さんの古代米研究Part２０３０４０１～０４０３３１
１稲束（Ｈ１３栽培「むらさき米」）
１籾（Ｈ１３栽培「むらさき米」）
１稲束（Ｈ１４栽培「赤米」）
１緑豆（Ｈ１４栽培）
１脱穀に使ったこきばし

喜多村あゆみ
（長沼町）
長沼中学校１年生

１長沼城立体模型

長沼城の立体地形模型製作０３１００９～０５０２０７ 喜多村直人
（長沼町）
長沼小学校５年生

１長沼城立体模型

館蔵資料
１長沼城解説パネル
１喜多村姉弟製作模型解説パネル

館蔵資料

１「鉄作りイベント記念」パネル

鉄作りイベント記念展示０３１００９～０４０２０７

１鋳造工程解説パネル
３相馬市山田Ａ遺跡獅子噛獣脚鋳型
２同上の復元シリコン製品
２新地町向田Ａ遺跡獣脚鋳型
２同上の復元シリコン製品
１相馬市山田Ａ遺跡器物鋳型
１相馬市山田Ａ遺跡風鐸鋳型
１山田Ａ遺跡モデル獣脚付き容器復元品（鋳物）
１向田Ａ遺跡モデル獣脚付き容器復元品（鋳物）
１山田Ａ遺跡モデル風鐸復元品（鋳物）

館蔵資料

１「鉄づくりイベント報告」展示タイトルパネル

鉄作りイベント報告展示０４０２０８～０４０３３１

１操業記録リーフレット
１経過報告パネル
１工程解説パネル
１鉄づくりに必要なもの（隈戸川産砂鉄）
１鉄づくりに必要なもの（大信村産粘土）
１鉄づくりに必要なもの（木炭－マツ炭）
２羽口復元品
１炉から排出された不純物（ノロ）
１炉壁（上方）
１炉壁（下方）
１でき上がった鉄（３分割）

「みんなの研究ひろば」展示資料一覧
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たが、次年度にプロムナードギャラリーに展示
を予定している。
�　資　料　貸　出
　常設展示資料である模型・レプリカの貸出件

数は３件である。（「常設展示模型・レプリカ資
料貸出一覧」）
�　展示資料の損壊等
　常設展示は、来館者の観察しやすさと親近感
を考慮し露出展示を多用している。そのため手
が届く範囲に資料があり、損壊の危険性も孕ん
でいる。レプリカ・復元品の損壊は昨年度の発
生率とほぼ同数である。団体の場合は少なく、
土・日の一般来館者観覧後に損壊が発見される
ことが多い。しかしながら、状況から判断する
と故意に損壊したものではなく、触れてみたい
という興味からなされた偶発的な損壊がほとん
どであると考えられる。今年度の発生比率は来
館者ほぼ１，３００人に１件という割合である。
◆めぐみの森
　植物造形物の内、手の届く範囲にあるクマザ
サの折損が１０件ほどあった。

氏　　名点数資　　　　料　　　　名タ　　イ　　ト　　ル展　示　期　間

渡辺啓
（表郷村）

１三森遺跡採集石製模造品（紡錘車）

古墳時代の祭祀遺跡
表郷村の「建鉾山」

０３０４０１～０４０１２２

３連三森遺跡採集石製模造品（臼玉）
４三森遺跡採集石製模造品（勾玉）
１１三森遺跡採集石製模造品（斧形）
５三森遺跡採集石製模造品（鎌形）
８三森遺跡採集石製模造品（刀子形）
７４三森遺跡採集石製模造品（剣形）
９５三森遺跡採集石製模造品（有孔円板）
３５三森遺跡採集石製模造品（不整形有孔板）

表郷村教育
委員会

２９三森遺跡出土　土師器（高杯・杯・甕など）
４三森遺跡出土　須恵器（椀・高台付杯など）
２三森遺跡出土　石製品（紡錘車・砥石）
２５三森遺跡出土　金属製品（鉄製品・銅滓など）
６７三森遺跡出土　石製模造品（馬形・剣形など）
１４三森遺跡採集　石製模造品（公民館保管分）

白河市教育
委員会

７南堀切遺跡出土　深鉢

白河市の文化財「縄文時代」
（南堀切遺跡出土品）

０４０１２３～０４０３３１

２南堀切遺跡出土　浅鉢
１南堀切遺跡出土　有孔鍔付土器
１南堀切遺跡出土　石冠
１９南堀切遺跡出土　石鏃
１南堀切遺跡出土　石皿
１南堀切遺跡出土　磨石
１南堀切遺跡出土　コハク製玉
１南堀切遺跡出土　硬玉製玉

「しらかわ歴史名場面」展示資料一覧

常設展示模型・レプリカ資料貸出一覧

貸　出　期　間展　覧　会　名貸　　出　　先資　　　料　　　名

０３０４０３～０３０７０６『氷河時代の狩人たち』栃木県立博物館旧石器時代のシカ肉（３）

０３０６２６～０３０９３０『発掘ふくしま３』福島県立博物館
象眼鍔（１）大刀（１）横笛（４）
木簡（１）鉄斧（１）鉄鎌（１）
鉄鍬（１）網針（１）各復元品

０３０６１３～０３０９３０『仙台藩の金と鉄』東北歴史博物館
向田Ａ・山田Ａ遺跡出土獣脚鋳型
シリコン模型（４）

久家三夫教授より受贈の絵画
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◆暮らしのうつりかわり
　各時代の食物レプリカの接着部分を剥がし取
る損壊が１０件ほどあった。〈昭和４０年代〉コー
ナーのビールの入ったガラスコップを床に落と
したらしく、破損した。〈奈良・平安時代〉の
曲物に入ったカワエビを突かれることが多く、
水表現部分が破損した。〈弥生時代〉のちまき
状赤米の接着がはがされ、バラバラになった。
盗難は無い。
◆暮らしをささえた道具たち
　触れるコーナー展示中の復元品の内、石庖丁
１点が折損した。
　製鉄模型の樹木の折損及び下草や樹木の葉を
むしられることが数件あった。
◆遺跡を掘る
　発掘調査模型の折損が３件あった（人物及び
犬小屋の屋根、物干竿）。折り取られた当該部
分は模型ベース上にそのまま放置されていた。
�　メンテナンス

　平成１５年度の常設展造形・造作物のメンテナ
ンスはノムラテクノ㈱に委託して平成１６年２月
２７日～３月３０日に、ＡＶ機器メンテナンスは㈱
エイブイセンターに委託して平成１５年７月１４日
と１２月１５日の２回行った。内容は以下の通りで
ある。なお、今年度は予算減額により展示什器
のメンテナンスは行わなかった。
・造形物の清掃作業
　「めぐみの森」の植物造作、「暮らしのうつり
かわり」各時代ブースの清掃を行った。
・造形物の修復作業
　前項�に記した損壊部分の内、模型やクマザ
サなどは館内で修復したが、コップ入りビール
１点、カワエビ入り曲物１点、ちまき状赤米２
点は委託先工場にて修復した。また、「研究復
元製作」にて製作した「風鐸」を今後安全に展
示するため、支持具２点を新たに製作した。
・展示機器のメンテナンス

　映像展示用４面マルチビジジョン、「探してみ
よう福島の文化財」モニター及びレーザーディ
スクのシステム制御の点検、調整を行った。特
に重大な故障等は生じていない。

第４章　平成１５年度事業の概要

７　企画展事業

　本年度の企画展事業のうち、企画展は館外施
設での移動展を含め、合計５回の企画展を開催
した。当館の特別展示室で開催した企画展は、
特別展・指定文化財展・収蔵資料展の種類があ
り、季節毎順にそれぞれ「春」・「夏」・「秋」・
「春」のてんじと呼んでいる。春のてんじは年
度をまたがり、次年度５月まで開催した。
　また、当事業に位置づけられている研究復元
は古代の出土鋳型に基づく鋳造鉄製品の復元を
行った。以下、当事業の概要について記載する。

１．まほろん夏のてんじ

　「よみがえり－Ｆ［ふくしま］Ｉ［いばらき］
Ｔ［とちぎ］の昔むかし－」

平成１５年７月１９日～９月７日
　趣旨　ＦＩＴ（フィット）構想のもと、隣接
地域相互の交流・連携を深める様々な取り組み

備　　　　　考観覧者数開催日数会　　　　期会　　場種　　別

前年度からの継続開催。日数・観覧者数は１５年度分５，１９５４１Ｈ１５・３・８～Ｈ１５・５・１８当館収蔵資料展

８，４７２４４Ｈ１５・７・１２～Ｈ１５・９・７当館特別展

４，２２８３３Ｈ１５・１０・１８～Ｈ１５・１１・２４当館指定文化財展

次年度まで継続開催。観覧者数は１５年度分１，３３７１６Ｈ１６・３・１３～Ｈ１６・５・１６当館収蔵資料展

須賀川市立博物館と共催１，３３５３８Ｈ１５・７・１２～Ｈ１５・８・２４須賀川市立博物館移動展

２０，５６７１７２合　　　　計

企画展の記録

風鐸支持具
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を行っている福島・茨城・栃木の３県を対象に、
地域に共通する埋蔵文化財を紹介した。展示で
は、これまでの考古学の成果をもとに、お墓に
焦点を当て、３県の文化交流のルーツを概観し
ていくとともに、茨城・栃木両県の代表的出土
文化財を紹介した。
　内容　縄文時代から平安時代に至るまでのお
墓の変遷を示し、当時の人々の死生観を紹介す
ることに努めた。また、３県の中央に位置する
八溝山を中心とした古代の産金にも焦点を当て
た。
１）縄文からのよみがえり
①縄文人のお墓、②いのちの色、③いのちの形
２）弥生からのよみがえり
①再葬のお墓
３）古墳からのよみがえり
①絵のあるお墓、②はにわの顔
４）仏のもとでよみがえり
①蓮の華さく天の国、②火葬の墓、③葬られ
た人々
５）よみがえる八溝山
関連行事
　座談会『考古学が解き明かす福島・茨城・栃
木の交流－古代の八溝・阿武隈・那須山地は坂
東・陸奥の壁か？－』
平成１５年７月２７日（日）午後１時～３時
福島県文化財センター白河館（まほろん）講堂
出席者：福島県考古学会長　鈴木啓氏

茨城県考古学協会長　諸星政得氏
栃木県考古学会長　塙静夫氏

コーディネーター：福島県文化財センター
白河館長　藤本強

　３県の考古学界を代表する方々から、各県の
古代史研究の成果をお話いただき、各地域を比
較検討することで、古代の道や３県の交流・社
会・文化的役割やその意義を浮き彫りにするこ
とができた。聴講者には歴史性を鑑み、未来に
おけるＦＩＴ地域のあり方を考えるための好機
になったと思われる。
ポスター・図録
　企画展のポスター・リーフレット及び図録の
表紙デザインは、郡山女子大学短期大学部生活
工芸科久家三夫教授の指導の下、同科２年生の
小林美菜さん、小山恵美さん、仲村菜美子さん、
二瓶早織さんの４名にお願いした。博学連携の

新たな試みである。
　また、今回の企画展図録は若年層にも親しむ
ことができ、かつ理解可能な内容にすることに
努めた。イラストを多く用い、解説文を平易な
用語を用いて物語風に構成した点も新たな試み
である。
成果と反省

　期間中の入館者数は８，４７２人で１日の平均は
１９３人／日だった。昨年度夏の企画展期間１日平
均１８５人／日からは漸増傾向が窺える。開幕前
１ヶ月の平均は１２３人／日、開幕後１ヶ月の平均
は１２１人／日であり、少なからず入館者数増に本
企画展が影響しているといえるであろう。
　今回の展示は近接する茨城・栃木両県への
「まほろん」広報・宣伝をねらいとしたが、文
化施設への周知はしたものの、教育・行政機関
への広報は予算の関係上、不十分であったこと
は否めない。今後、特に茨城・栃木の近接市町
村教育・行政機関への広報活動は継続していく
べきであろう。
　３県の考古学会長の鼎談も初めての試みで、
相互の学問的共通理解には重要な役割を果たし
たが、会場の都合上収容人員に制限があったこ
とが残念であった。

ポスター
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第４章　平成１５年度事業の概要

所　　　蔵　　　者点数遺　　　跡　　　名資　　　　　料　　　　　名地域
１）縄文人のお墓

１　
　

縄　
　

文　
　

か　
　

ら　
　

の　
　

よ　
　

み　
　

が　
　

え　
　

り

県立博物館１新地町三貫地貝塚およそ３，０００年前の女性の頭骨（レプリカ）Ｆ
県立博物館１新地町三貫地貝塚復元された縄文女性の頭部Ｆ
いわき市教育委員会１いわき市大畑貝塚縄文中期埋葬人骨Ｆ
県立博物館１新地町三貫地貝塚石鏃（やじり）の刺さった腰骨（レプリカ）Ｆ
県立博物館１新地町三貫地貝塚三貫地貝塚２２号人骨出土状況パネルＦ
�とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター１栃木県藤岡町藤岡神社遺跡復元された、およそ３，０００年前の縄文犬「藤丸」Ｔ
藤岡町教育委員会１栃木県藤岡町藤岡神社遺跡縄文犬頭骨写真パネルＴ

２）いのちの色
まほろん１猪苗代町・磐梯町法正尻遺跡硬玉製大珠Ｆ
菊地修一氏１表郷村内松遺跡硬玉製大珠Ｆ
まほろん１石川町七郎内遺跡硬玉製大珠Ｆ
大信村教育委員会１大信村町屋遺跡硬玉製大珠Ｆ
青砥吉次氏１矢祭町我満平遺跡硬玉製大珠Ｆ
郡山市教育委員会１郡山市馬場中路遺跡硬玉製大珠Ｆ
鷲子山上神社（長倉樹氏）１栃木県馬頭町岡平遺跡硬玉製大珠Ｔ
栃木県教育委員会１栃木県小川町浄法寺遺跡硬玉製大珠Ｔ
馬頭町郷土資料館１栃木県馬頭町古舘遺跡硬玉製大珠Ｔ
栃木県立博物館１栃木県藤岡町後藤遺跡硬玉製大珠Ｔ
大宮町歴史民俗資料館６茨城県大宮町坪井上遺跡硬玉製大珠Ｉ
引田春二氏（大宮町）１茨城県大宮町坪井上遺跡硬玉製大珠Ｉ
野沢和弘氏（大宮町）１茨城県大宮町坪井上遺跡硬玉製大珠Ｉ

３）いのちの形
大宮町歴史民俗資料館１茨城県大宮町鷹巣諏訪台遺跡土偶Ｉ
まほろん１郡山市荒小路遺跡土偶Ｆ
まほろん１三春町芝原Ａ遺跡土偶Ｆ
ひたちなか市教育委員会１茨城県ひたちなか市三反田蜆塚貝塚土偶Ｉ
栃木県立博物館１栃木県藤岡町後藤遺跡土偶Ｔ
福島市教育委員会１福島市上岡遺跡しゃがんだ姿の土偶Ｆ
藤岡町教育委員会１栃木県藤岡町藤岡神社遺跡しゃがんだ姿の土偶Ｔ
藤岡町教育委員会１栃木県藤岡町藤岡神社遺跡イヌ形土製品Ｔ
県立博物館１福島市穴田遺跡イノシシ形土製品Ｆ
福島市教育委員会１福島市宮畑遺跡イノシシ形土製品Ｆ
藤岡町教育委員会４栃木県藤岡町藤岡神社遺跡イノシシ形土製品Ｔ
船引町教育委員会１船引町牡丹遺跡石刀Ｆ
まほろん１飯舘村羽白Ｃ遺跡石刀Ｆ
まほろん１磐梯町角間遺跡石棒Ｆ
まほろん１飯舘村日向南遺跡石棒Ｆ
小山市立博物館４栃木県小山市乙女不動原北浦遺跡石棒Ｔ
藤岡町教育委員会５栃木県藤岡町藤岡神社遺跡石棒Ｔ
常陸考古学研究所７茨城県水戸市金洗沢遺跡石棒Ｉ
山方町歴史民俗資料館１茨城県山方町西野内古館遺跡石棒Ｉ
宇留野五郎氏（大宮町）５茨城県大宮町小野天神山遺跡石棒Ｉ
まほろん２富岡町本町西Ａ遺跡イノシシ形の把手がついた土器片Ｆ
まほろん１猪苗代町・磐梯町法正尻遺跡人面の把手がついた土器片Ｆ
まほろん１天栄村桑名邸遺跡獣面の把手がついた土器片Ｆ
まほろん１飯舘村上ノ台Ａ遺跡イノシシ形の把手がついた土器Ｆ
まほろん３猪苗代町・磐梯町法正尻遺跡縄文中期の土器Ｆ
大宮町歴史民俗資料館３茨城県大宮町坪井上遺跡縄文中期の土器Ｉ
栃木県教育委員会１栃木県小川町浄法寺遺跡縄文中期の土器Ｔ
栃木県教育委員会２栃木県益子町御霊前遺跡縄文中期の土器Ｔ
栃木県教育委員会１栃木県小川町三輪仲町遺跡縄文中期の土器Ｔ

１）弥生の人

２　

弥
生
か
ら
の
よ
み
が
え
り

霊山町教育委員会１６霊山町根古屋遺跡あなが開けられた指の骨と歯Ｆ
須賀川市立博物館１須賀川市牡丹平遺跡人骨が入っていた弥生土器Ｆ
須賀川市立博物館１須賀川市牡丹平遺跡めずらしい弥生人の全身骨Ｆ

２）再葬のお墓
石川町教育委員会１石川町鳥内遺跡人面のついた弥生土器Ｆ
栃木県立博物館１栃木県宇都宮市野沢遺跡人面のついた弥生土器（レプリカ）Ｔ
栃木県立博物館１栃木県佐野市出流原遺跡人面のついた弥生土器（レプリカ）Ｔ
表郷村教育委員会１表郷村滝ノ森遺跡人面付弥生土器（県重要文化財）Ｆ
大宮町歴史民俗資料館１茨城県大宮町小野天神前遺跡人面のついた弥生土器（レプリカ）Ｉ
栃木県教育委員会１栃木県栃木市大塚古墳内遺跡人面のついた弥生土器Ｔ
石川町教育委員会５石川町鳥内遺跡再葬墓の弥生土器Ｆ
茨城県歴史館２茨城県大宮町小野天神前遺跡再葬墓の弥生土器Ｉ
佐野市郷土博物館３栃木県佐野市出流原遺跡再葬墓の弥生土器Ｔ
県立博物館１新地町三貫地貝塚三貫地貝塚番外Ｂ人骨出土状況パネルＦ
石川町教育委員会１石川町鳥内遺跡鳥内遺跡再葬墓検出状況写真パネルＦ
茨城県歴史館１茨城県大宮町小野天神前遺跡小野天神前遺跡再葬墓検出状況写真パネルＩ
明治大学考古学博物館１栃木県佐野市出流原遺跡出流原遺跡再葬墓検出状況写真パネルＴ

１）はにわの顔３　

古
墳
か
ら

の
よ
み
が
え
り

県立博物館１泉崎村原山１号墳楯を持った埴輪（県重要文化財）Ｆ
芳賀町教育委員会１栃木県芳賀町千ｹ窪古墳楯形の埴輪Ｔ
県立博物館１泉崎村原山１号墳鳥形の埴輪（県重要文化財）Ｆ
栃木県立博物館２栃木県宇都宮市塚山古墳鳥形の埴輪Ｔ
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所　　　蔵　　　者点数遺　　　跡　　　名資　　　　　料　　　　　名地域
２）絵のあるお墓３　

古
墳
か
ら
の
よ
み
が
え
り

ひたちなか市教育委員会１茨城県ひたちなか市虎塚古墳虎塚古墳壁画写真パネル（国史跡）Ｉ
泉崎村教育委員会１泉崎村泉崎横穴泉崎横穴壁画写真パネル（国史跡）Ｆ
いわき市教育委員会１いわき市中田横穴中田横穴壁画写真パネル（国史跡）Ｆ
双葉町歴史民俗資料館１双葉町清戸迫横穴清戸迫横穴壁画写真パネル（国史跡）Ｆ
原町市立博物館１原町市羽山横穴羽山横穴壁画写真パネル（国史跡）Ｆ

３）ふたりの顔
まほろん１会津若松市駒板新田８号横穴墓古墳時代人の頭骨Ｆ
まほろん１会津若松市駒板新田２８号横穴墓奈良時代人の頭骨Ｆ

１）蓮の華咲く天の国

４　
　

仏　
　

の　
　

も　
　

と　
　

で　
　

よ　
　

み　
　

が　
　

え　
　

り

栃木県立博物館１栃木県国分寺町下野国分寺跡増長天像Ｔ
南河内町教育委員会１栃木県南河内町下野薬師寺跡蓮の華のもようの瓦（複弁八葉蓮華文軒丸瓦）Ｔ
南河内町教育委員会１栃木県南河内町下野薬師寺跡３本線の平瓦（ロクロ挽き重弧文軒平瓦）Ｔ
佐波波地祇神社（伊藤昭武氏）１茨城県北茨城市大津廃寺蓮の華のもようの瓦（複弁六葉蓮華文軒丸瓦）Ｉ
いわき市教育委員会１いわき市夏井廃寺跡蓮の華のもようの瓦（複弁六葉蓮華文軒丸瓦）Ｆ
いわき市教育委員会１いわき市夏井廃寺跡３本線の平瓦（ロクロ挽き重弧文軒平瓦）Ｆ
白河市教育委員会１白河市借宿廃寺跡蓮の華のもようの瓦（県重要文化財）（ロクロ挽き重弧文軒平瓦）Ｆ
白河市教育委員会１白河市借宿廃寺跡蓮の華のもようの瓦（県重要文化財）（複弁六葉蓮華文軒丸瓦）Ｆ
まほろん１白河市関和久遺跡蓮の華のもようの瓦（複弁六葉蓮華文軒丸瓦）Ｆ
まほろん１白河市関和久遺跡３本線の平瓦（ロクロ挽き重弧文軒平瓦）Ｆ
阿部賢輔氏１郡山市清水台遺跡蓮の華のもようの瓦（複弁六葉蓮華文軒丸瓦）Ｆ

２）火葬のお墓
まほろん２相馬市武井E遺跡骨蔵器（１号墓）蓋・身Ｆ
まほろん２原町市鳥打沢Ａ遺跡骨蔵器（１号墓）蓋・身Ｆ
水戸市立博物館２茨城県水戸市前原９号火葬墓骨蔵器（蓋・身）Ｉ
水戸市立博物館２茨城県水戸市前原４号火葬墓骨蔵器（蓋・身）Ｉ
水戸市立博物館２茨城県水戸市赤塚西団地№１火葬墓骨蔵器（蓋・身）Ｉ
水戸市立博物館２茨城県水戸市赤塚西団地№２火葬墓骨蔵器（蓋・身）Ｉ
大和村教育委員会２茨城県大和村大国玉骨蔵器（蓋・身）Ｉ
芳賀町教育委員会２栃木県芳賀町上野原北遺跡骨蔵器（蓋・身）Ｔ
芳賀町教育委員会１栃木県芳賀町上野原北遺跡骨蔵器内焼骨Ｔ
栃木県教育委員会２栃木県高根沢町大野遺跡骨蔵器（蓋・身）Ｔ
栃木県教育委員会１栃木県高根沢町大野遺跡焼骨Ｔ
栃木県教育委員会２栃木県小山市寺野東遺跡骨蔵器（蓋・身）Ｔ
栃木県教育委員会１栃木県小山市寺野東遺跡骨蔵器（外蓋）Ｔ
栃木県教育委員会２栃木県小山市寺野東遺跡墓誌と思われる鉄板Ｔ
まほろん１相馬市武井Ｅ遺跡・原町市鳥打沢Ａ遺跡武井Ｅ遺跡・鳥打沢Ａ遺跡火葬墓出土状況写真パネルＦ
栃木県教育委員会１栃木県小山市寺野東遺跡寺野東遺跡火葬墓出土状況写真パネルＴ

３）葬られた人々
いわき市教育委員会１いわき市荒田目条里遺跡名前が刻まれた土器「丈部子玉足」Ｆ
いわき市教育委員会１いわき市荒田目条里遺跡「大」墨書土器Ｆ
いわき市教育委員会１いわき市荒田目条里遺跡名前の書かれた土器「多臣永野麿身代」Ｆ
いわき市教育委員会１いわき市荒田目条里遺跡文字の書かれた土器「丈部」Ｆ
いわき市教育委員会１いわき市荒田目条里遺跡文字の書かれた土器「丈主」Ｆ
いわき市教育委員会１いわき市荒田目条里遺跡文字の書かれた土器「丈（生？）」Ｆ
大宮町歴史民俗資料館１茨城県大宮町上村田小中遺跡文字の書かれた土器「丈」Ｉ
白河市教育委員会１白河市上根田ケ入遺跡文字の書かれた土器「大」Ｆ
白河市教育委員会１白河市上根田ケ入遺跡文字の書かれた土器「大家」Ｆ
大宮町歴史民俗資料館１茨城県大宮町小野源氏平遺跡文字の書かれた瓦「□鳥取文功」Ｉ
大宮町歴史民俗資料館１茨城県大宮町小野源氏平遺跡名前の書かれた瓦「鳥部嶋」Ｉ
上三川町教育委員会１栃木県上三川町上神主茂原遺跡名前の書かれた瓦「丈部臣」Ｔ
上三川町教育委員会１栃木県上三川町上神主茂原遺跡名前の書かれた瓦「丈部臣」Ｔ
上三川町教育委員会１栃木県上三川町上神主茂原遺跡名前の書かれた瓦「三枝部」Ｔ
上三川町教育委員会１栃木県上三川町上神主茂原遺跡名前の書かれた瓦「雀部牧男」Ｔ
上三川町教育委員会１栃木県上三川町上神主茂原遺跡名前の書かれた瓦「大麻古万呂」Ｔ
上三川町教育委員会１栃木県上三川町上神主茂原遺跡名前の書かれた瓦「宇遅部男」Ｔ
上三川町教育委員会１栃木県上三川町上神主茂原遺跡名前の書かれた瓦「酒部得足」Ｔ
上三川町教育委員会１栃木県上三川町上神主茂原遺跡名前の書かれた瓦「神主」Ｔ
いわき市教育委員会１いわき市荒田目条里遺跡９号木簡名前の書かれた木簡「丈部庭足」Ｆ
栃木県立博物館１栃木県小川町那須国造碑（レプリカ）Ｔ
いわき市教育委員会１いわき市荒田目条里遺跡１０号木簡名前の書かれた木簡「丈部裳吉」Ｆ
いわき市教育委員会１いわき市荒田目条里遺跡２号木簡名前の書かれた木簡「里刀自」Ｆ
栃木県立博物館１栃木県栃木市下野国府跡名前の書かれた木簡「丈部濱足」（レプリカ）Ｔ
いわき市教育委員会１いわき市荒田目条里遺跡２０号木簡名前の書かれた木簡「丈部有安追料」Ｆ
いわき市教育委員会１いわき市根岸遺跡３号木簡名前の書かれた木簡「丈部」Ｆ
福島県立博物館１天栄村志古山遺跡銅印「丈龍私印」（レプリカ）Ｆ
茨城県立歴史館１茨城県大宮町上村田小中遺跡「丈永私印」（８／１１まで）（県指定有形文化財）Ｉ
大宮町歴史民俗資料館１茨城県大宮町上村田小中遺跡「丈」烙印（８／１１から）Ｉ
福島県立博物館１航空写真八溝山写真パネルＩ

５　

よ
み
が

え
る
八
溝
山

福島県立博物館１八溝山の金砂金（昭和になってから採られたもの）Ｆ
栃木県立なす風土記の丘資料館１栃木県下野国府跡漆紙文書（「五段沙金」と書かれている）（レプリカ）Ｔ
栃木県立なす風土記の丘資料館１（参考資料）砂金Ｔ
製作１『続日本後記』｢承和３（８３６）年産金記事」等抜粋平安時代の八溝産金に関する古い記録Ｆ
製作１『東大寺要録』｢天平１９（７４７）年産金記事」等抜粋「奈良時代に日本で初めて金が発見されたときの記録」パネルＴ

展示資料一覧
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２．まほろん秋のてんじ

　「ふくしまの重要文化財Ⅱ－考古資料　奈
良・平安時代編－」

平成１５年１０月１８日～１１月２４日
　趣旨　昨年度からシリーズ展示としてスター
トし、今年度は第２回目となる。「国指定重要
文化財（考古資料）」及び「県指定重要文化財
（考古資料）」に指定されている県内資料を時代
ごとに紹介していく企画展である。また、併せ
て同時代の「国指定史跡」及び「県指定史跡」
も写真パネルで紹介していく。
　今回は奈良時代・平安時代に関わる県内の資
料を対象として構成した。展示資料は表のとお
りである。そのうちの主なものを挙げると、松
野千光寺経塚出土品は東北地方最古の経塚出土
品であり、流廃寺跡出土金銀象嵌鉄剣は全国的
に類例のない資料であり、上ノ原経塚出土経典
は朱書きのもので、県内で現存する平安時代の
経典２例のうちの一つである。
　展示構成は、この時代の重要文化財指定物件
の多くが仏教関係の資料に限られるので、それ
らを展示室壁面に沿って地域ごとに配置した。
展示室南壁に中通り地方北部の遺跡から南部の
遺跡出土指定文化財を展示し、北壁には会津地
方といわき地方のものを展示した。展示室中央
と西壁中央には、独立ハイケース３台にそれぞ
れ、今回の展示品の中でも特に目を引く、「二
彩浄瓶及び附指定資料」・「銅製丈龍私印」・「流
廃寺跡出土金銀象嵌鉄剣」を展示した。また、
遺跡の写真パネルは、各指定文化財資料に関連
づけて、適宜、配置した。
　期間中の入館者は４，２２８人で、１日の平均は
１２８人だった。

第４章　平成１５年度事業の概要

ポスター

市　町　村時　　代遺　　跡　　名指定種別
福島市平　安湯野西原廃寺跡県指定史跡
東和町平　安木幡山経塚群県指定史跡
須賀川市奈良・平安上人壇廃寺跡国指定史跡
須賀川市平　安米山寺経塚群国指定史跡
泉崎村奈良・平安関和久官衙遺跡国指定史跡
白河市奈良・平安借宿廃寺跡県指定史跡
白河市奈良・平安白河関跡国指定史跡
棚倉町平　安流の廃堂跡県指定史跡
磐梯町平　安慧日寺跡国指定史跡
会津若松市奈良・平安大戸窯跡群県指定史跡
鹿島町平　安横手廃寺跡県指定史跡
原町市奈良・平安泉廃寺跡県指定史跡
小高町平　安観音堂石仏国指定史跡
小高町平　安薬師堂石仏　附　阿弥陀堂石仏国指定史跡
いわき市平　安夏井廃寺塔跡県指定史跡
いわき市平　安白水阿弥陀堂境域国指定史跡

点数時　代所　有　者主　　要　　資　　料指　　定　　名　　称市町村指　　定　　種　　別
２２点奈良・平安原町市軒丸瓦，軒平瓦泉廃寺跡出土瓦原町市県指定重要文化財
２５点平　安いわき市紙本経，木製経軸，銅鋳製経筒上ノ原経塚出土品いわき市県指定重要文化財
１点福島県立博物館平沢寺経筒複製品桑折町参考
１点福島県立博物館陶製経筒複製品福島市参考
４点平　安福島県銅鏡福島信夫山出土品福島市県指定重要文化財
３点奈　良個　人二彩浄瓶　附　須恵器 １箇・黒色土器 １箇郡山市国指定重要文化財
３９点奈良・平安須賀川市軒丸瓦，軒平瓦，瓦塔破片上人壇廃寺跡出土品須賀川市県指定重要文化財
１９点平　安寺　社銅経筒，陶製外筒，銅鏡岩代米山寺経塚出土品須賀川市国指定重要文化財
１点平　安天栄村銅製丈龍私印天栄村県指定重要文化財
１７点奈　良白河市軒丸瓦，軒平瓦，刻印瓦借宿廃寺跡出土品白河市県指定重要文化財
１点平　安棚倉町流廃寺跡出土金銀象嵌鉄剣棚倉町県指定重要文化財
３３点平　安喜多方市銅鋳製経筒，銅板製経筒，銅鋳製五鈷鈴松野千光寺経塚出土品喜多方市県指定重要文化財

実物展示資料一覧

パネル展示資料一覧



－　22　－

３．まほろん春のてんじ

「新編陸奥国風土記－巻之三　安積郡－」
平成１６年３月１３日～５月１９日

　旧安積郡内の収蔵資料を使用して、時代ごと
に展示し、失われた陸奥国風土記を復元する試
みとして、春のてんじ「新編陸奥国風土記－巻
之三　安積郡－」を実施した。

に関わりの深い遺物を展示した。
ｃ　弥生の祖霊像

　郡山市徳定遺跡からみつかったお墓に入れら
れたと思われる人面付壺型土器の破片を展示し
た。
ｄ　古墳時代のムラとまつり

　古墳時代の大規模な集落である郡山市正直Ａ
遺跡からの出土品と写真パネルを展示した。
　集落のようすについては、主要な出土品と上
空から撮影した写真パネルを展示し、祭祀遺構
については、１号祭祀遺構出土の土器と石製模
造品と出土状況パネルを展示し、まつりのよう
すを再現した。
ｅ　中近世のあぶくま

　城跡の資料として、郡山市の木村城跡と小野
町猪久保城跡の城跡の出土遺物と写真パネルを
展示した。
　木村城跡では、遺構の写真と出土遺物で戦国
末期の田村氏の出城のようすを展示した。
　猪久保城跡では、室町前半期の初源的な山城
のようすを陶器類の出土遺物と写真パネルで展
示した。
　他には、近世の土坑墓の資料として小野町本
飯豊遺跡の写真パネルと副葬品の土人形、キセ
ル、数珠を展示した。
ｆ　体験コーナー

　柴原Ａ遺跡の縮尺模型小型のパズルを作成し、
来館者に楽しんでもらった。

ａ　アサカのはじまり
　郡山市弥明遺跡の旧石器時代の石器１３点を展
示した。
ｂ　川辺の縄文集落
　敷石住居跡や配石遺構などの石のモニュメン
トが見つかった三春ダム建設に伴う縄文時代の
仲平遺跡・越田和遺跡・柴原Ａ遺跡出土の縄文
土器や住居の写真パネルを展示した。
　越田和遺跡では、「じょうもんハウジングプラ
ザ」として、様々な形態の住居跡を写真パネル
で展示した。
　また、柴原Ａ遺跡では、実寸大の敷石住居の
模型を作成し、特別展示室の床面に敷いた。
　また、郡山市の谷田川沿いにある荒小路遺跡
から、漁労具や土偶、縄文土器、石器等暮らし

ポスター 主な展示品遺　跡　名所　在　地

ナイフ形石器弥明遺跡郡山市

縄文土器越田和遺跡

三春町 縄文土器
敷石住居跡

柴原Ａ遺跡

縄文土器
土錘

荒小路遺跡

郡山市
人面付壺形土器徳定遺跡

石製模造品
土師器

正直Ａ遺跡

陶磁器木村館跡

陶磁器猪久保城跡

小野町 土人形本飯豊遺跡

窯道具鍛冶久保遺跡

主な展示遺跡と展示品一覧
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４．研　究　復　元

Ⅰ　研究復元の目的
　まほろんでは、遺跡で確認できた遺構や、出
土した遺物を対象とし、古代の技術や素材をで
きうる限り検討して、今に甦らせるという研究
復元事業がある。これまでに、横穴墓から出土
した種々の副葬品（馬具・刀剣・容器類等）や、
古墳出土の青銅鏡などを復元してきた。
　平成１４年度からは、「古代の鉄」をメインテー
マとし、福島県浜通り地方北部の製鉄遺跡から
出土した鋳型を基に、梵鐘や獣脚付き容器、風
鐸などの鋳鉄製品の復元を行っている。
　平成１５年度は、新地町向田Ａ遺跡出土の梵鐘
鋳型からの鉄製梵鐘の製作と、砂鉄から鉄を作
る「鉄づくり」イベントを行った。
Ⅱ　鋳型から復元した鉄製鋳物製品
①鋳型を出土した遺跡の概要
　福島県浜通り地方の北側、相双地区の新地町
から原町市にかけては、日本有数の古代（奈良・
平安時代）製鉄遺跡が確認・調査されている。
　それらの製鉄遺跡からは、１次製錬炉（砂鉄
を原料とし、鉄を作ること）や、燃料である木
炭を生成する木炭窯が多く認められているが、
新地町向田Ａ遺跡では、多種・多様な鋳型が出
土し、本遺跡が平安時代の鋳造遺跡であること
が判明した。鋳型から判明した鋳造製品は、獣
脚付き容器・梵鐘等であり、いずれも鉄製品を

古代史研究の象徴ともいえる製鉄技術について
追究するために実施した。
②復元の過程

　今回の復元では、古代の梵鐘の「音」をその
目的とした。梵鐘は青銅で製作するのが一般的
であるが、今回のように鉄製の梵鐘は非常に珍
しいものである。復元製作した梵鐘は３点であ
る。
　１点目は、砂鉄原料の銑鉄を使用して鋳込ん
だが、鋳込み時にカーボンボイリング現象（鉄
中の炭素が酸素と結びついて起こす現象）が起
き、鋳込みは失敗し、製品には穴があいてしまっ
た。
　２点目（２回目）は、原料の素材割合を変え
て鋳込みを行った。作業は無事に成功したが、
表面に僅かであるが“あばた”状の痕跡が見ら
れた。復元目的であった音も１分間もの長さに
わたり余韻が残るほどの出来映えであった。
　３点目（３回目）は、砂鉄原料の銑鉄９：鉄
鉱石原料の銑鉄１で鋳込みを行い、今回はあば
た状の痕跡も全くなく、見事に成功した。ただ、
音は全くでず、「ガンッ」という叩いた音のみ
となってしまった。
　今回の復元を通して、古代の鋳造技術の高さ
に驚嘆した。今後、これらの鋳鉄製品がどこで
使用されたものなのか、使用用途はどんなもの
であったのか等、検討し続けていきたい。

第４章　平成１５年度事業の概要

鋳込んだも
のである。
　これらの
製品は現存
していない
が、鋳型か
ら製品を復
元すること
により、古
代の鋳造技
術を推測し、
さらに金属
加工に関す
るこれまで
の研究を発
展・進化さ
せ、本県の 鋳込みのようす

Ⅲ　「鉄づくり」イベント
　鉄づくりイベントは平成１５年１１月１・２日に
実施した。
　今回復元の対象とした製鉄炉は、原町市にあ
る大船迫Ａ遺跡１５号製鉄炉である。この炉は箱

復元した鉄製梵鐘
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形炉であり、平安時代９世紀前半に機能し、廃
絶されたものである。
　原料は、福島県西白河郡大信村の隈戸川で採
取した砂鉄を、磁選して使用した。燃料は、岩
手県産のマツと、一部栃木県那須郡塩原村産の
クヌギ・コナラを使用した。炉材粘土は、砂鉄
と同様の大信村産の通称“山砂”を使用した。 
　今回の操業では、粘土で炉を構築し、踏みふ
いごで送風し、まず砂鉄から鉄を作ってみるこ
とを目的とした。鉄づくりに向けての準備作業
としては、砂鉄選別と羽口づくり、木炭の小割
作業を行った。これらは全て来館者に参加して
いただき、実施した。 
・砂鉄選別（平成１５年８月１３・１４日実施：８／
１３　７０人参加　８／１４　３５人参加） 
・羽口づくり（平成１５年９月１３～１５日実施：９
／１３　３３人参加　９／１４　２８人参加　９／１５
１４人参加）

　含鉄鉄滓２．０㎏（鉄塊と鉄滓が混じり合ったも
の。ハンマーで叩くと鉄と分かれる。）
　その後、２月２８日に「鉄づくり」イベント報
告会を当館講堂で行い４６人の参加を得た。

操業のようす

できた鉄（ケラ）

・木炭小割（平成１５年９月２０～２１日実施：９／
２０　５人参加　９／２１　１２人参加）
　鉄づくりイベントの操業は、１日午前１１：００
頃よりはじめ、２日の午前２：３２に終了した。
操業時間は１５時間３６分であった。砂鉄・木炭の
投入量及び産出鉄の重量・排滓量は以下の通り
である。
砂鉄投入量：１３２．３㎏
木炭投入量：２７９．１㎏
産　出　鉄：　３４．０㎏
（大きさ長８２㎝、幅３１㎝、厚７～１１㎝）
鉄　滓　量：流出滓６０．２㎏
炉　内　滓：　　１．８㎏

羽口づくり
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８　ボランティア運営事業

１．登　　　録

　当館ボランティアの登録は、①登録前のオリ
エンテーションで活動内容の概要を説明し、②
一般研修を受講し、③登録を希望する者を対象
にしている。登録希望者は館長が毎年４月１日
付けで、まほろんボランティアとして認定して
いる。平成１５年度の登録ボランティアは、計５２
名である。
　平成１５年度ボランティアについての年齢構成
等は別表のとおりである。

開館記念イベントの企画・実施を行うまほろん
イベント実行委員会がある。

３．ボランティア受け入れ体制

　当館のボランティア活動は、交通費や昼食な
どを支給しない無償ボランティアを原則として
いる。
　しかし、ボランティア活動実施中の事故等を
補償するボランティア保険に加入し、その掛け
金（１名あたり５００円）は当館で負担し、さら
にボランティア用ユニフォーム、休憩室用お茶
代、ボランティア研修費用等に関しても当館で
負担して、活動環境の整備を図っている。
　また、野外及び館内活動中の休憩及びボラン
ティア相互の交流の場として利用できるように
ボランティアルームを体験学習館及び本館内に
設置している。さらに、本館内のボランティア
ルームには、活動配置表や活動記録簿を設置し
て活動の拠点としている。

４．ボランティア担当者の設置

　教育普及課に正・副２名の、研修課、総務管
理課に各１名のボランティア担当者を置いてい
る。おもには、教育普及課の担当者が当館の窓
口として、ボランティアのスケジュールの調整
を行うほか、ボランティアの意見・ニーズの集
約などの業務を行った。

５．ボランティア研修

　ボランティア活動の充実のためにボランティ

第４章　平成１５年度事業の概要

２．活　動　内　容

　まほろんボランティアの平成１５年における活
動内容は以下のとおりである。
○屋内及び野外展示施設の案内・解説
○屋内及び野外で行う体験学習の指導
○収蔵資料の整理補助
○体験学習器材の製作
○講座・講演会開催時における運営支援
○古代の畑の管理などの環境整備の支援
　この他、ボランティアの自主活動として以下
のグループが結成され、月１回以上の活動が行
われている。
○土器づくりグループ
○アンギン編みグループ
○まほろんオリエンテーリンググループ
○植物案内ツアーグループ
○見どころ案内ツアーグループ
○収蔵資料の修復・復元グループ
　さらに、臨時的に活動するグループとして、

ボランティア登録状況

ボランティア研修一覧

５２名平成１５年度登録者数

１６歳平成１５年度登録最年少年齢

７５歳平成１５年度登録最年長年齢

５２．３歳平成１５年度登録者平均年齢

９名
平成１６年度新規登録者対象
登録前オリエンテーション参加者

９名
平成１６年度新規登録者対象
一般研修受講者数

平成１５年
９月３日（火）

～
１０月２６日（日）

平成１６年度新規登録
申込受付期間

平成１５年
１１月９日（日）

登録前オリエンテーション実施日

平成１６年度新規登録
者対象研修実施日

研　　修　　項　　目
研修
№

種別

１５年１１月９日（日）館内施設概要１

一　
　

般　
　

研　
　

修

１５年１１月９日（日）植物観察ツアー２
１５年１２月２１日（日）アンギン編み３
１６年１月１０日（土）まほろんオリエンテーリング４
１６年１月１０日（土）勾玉づくり５
１６年１月１８日（日）土器づくり６

１６年２月８日（日）
防災と救急の基礎知識
接遇の基本と実践

７

１６年２月２２日（日）見どころ案内ツアー８
１６年２月２２日（日）土器の拓本取り９
１６年３月７日（日）火おこし１０
１６年３月７日（日）考古資料の取り扱い方１１

１５年９月２３日福島県立博物館「発掘ふくしま３」見学１
察
研
修

館
外
視

１６年１月２６～２７日
第５回全国博物館ボランティア協議会
（独立行政法人国立科学博物館）

１
館
外
代
表
者
研
修

１６年３月１３～１４日
群馬県北群馬郡榛東村耳飾り館「こども考古学クラブ」
活動見学、群馬県群馬郡群馬町かみつけの里博物館

２
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アを対象とする研修については、全員を対象に
した一般研修と希望者を対象にした特別研修及
び代表者館外研修の３種類の研修を実施した。
実施した研修については、別表のとおりである。
なお、新規ボランティアの一般研修では、その
講師を登録済みの既ボランティアにお願いした
研修もある。

６．開館２周年記念イベント

　「まほろん２周年だよ!ボランティア２００３」
　ボランティアが自ら実行委員会を立ち上げ、
平成１４年７月２０日（日）に記念イベントを行った。
イベントに必要な資金は、フリーマーケットへ
の出店で確保した。イベント当日は親子連れを
中心に６００名を越える来館者があった。イベント
の内容は以下のとおりである。
○縄文人バトル　－ことばを取り返せ－
○むかしのおもちゃで遊ぼう
（お手玉、折り紙、独楽回し、タガ回し）

○竹とんぼを作ろう
○ぞうり飛ばし・槍投げ
○昔話と紙芝居
○子供みこし
○まほろん「よさこい」
（白河市みさか元気クラブ）

○発掘こぼれ話（当館学芸員に発掘調査のこぼ
れ話を語ってもらう）

救命救急研修

「まほろん」よさこい

子供みこし

槍投げ

紙芝居
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　当館は入館無料の公開施設であることから、徴収観覧料の区別から正確な入館者数等をつかみ得ない。
そこで、来館者には入館時に居住地（県内は市町村名、県外は県名のみ）・年齢層・人数に関してのみ
記帳の協力を得て、できる限り利用者の実態を把握するよう努めている。ここで掲載する利用状況のデー
タは、入館者の記帳を基にしたデータから作成した統計である。

１　月別入館者数

２　区分別利用状況

第５章　平成１５年度入館者統計

第５章　平成１５年度入館者統計　 　　　　　　　　　　　　　　　 

日　平　均月別構成比入館者合計一　　　般高　校　生小　中　学　生幼　　　児開館日数
９７７．１２２，４２６１，２０３１９１，０５７１４７２５４月
１４５１１．５２３，９２６２，１１９１７１，６１４１７６２７５月
１３３９．７７３，３３０１，９９３４８１，１５３１３６２５６月
１６０１２．７１４，３３０２，４８４１８１，５８４２４４２７７月
１９１１５．１１５，１４７２，７６３６６１，８７９４３９２７８月
１３１９．２５３，１５０１，６６９１６１，２４９２１６２４９月
１１５９．１１３，１０４１，８０５４０１，１３６１２３２７１０月
１２６９．６１３，２７４２，２７６２５７９９１７４２６１１月
５１３．３１１，１２８８３５５２４０４８２２１２月
３８２．５４８６７６２３６１６７７１２３１月
７０４．９０１，６７０１，１２３６４３２１０９２４２月
６６５．０４１，７１６１，１８３９３５２１７２２６３月
１１２人１００．０％３４，０６８人２０，０７６人２７５人１１，６６２人２，０５５人３０３日合　計
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３　団体利用状況

合計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月団　　　　　体

８００００１２１２１１００園 数
幼稚園・保育園

学 校 関 係

２９２００００４１８２５４６１２９２５００入館者数

９０２５２５３９１１１０６１２１６９学 校 数
小 学 校

４,７８５４２２９８５４１６７１７５５６０８０６６０５２９５５５０７６０４７３入館者数

３３０１１００２４９７１５３学 校 数
中 学 校

１,８３８０２０２０００１３１７３５７５５１８６４２９３１６２入館者数

７００００１１０３１１００学 校 数
高 等 学 校

１１９００００７３５０２２１２４３００入館者数

２０００００１００１０００学 校 数
養 護 学 校

６９０００００３６００３３０００入館者数

７００１０１０１１１０１１学 校 数
大 学

３７８００４８０４００４４４１４１０１５４１０入館者数

１８００１０２３１３３３２０学 校 数小中高ＰＴＡ
（保護者のみ） ４６５００１７０８６６０２０６９６９１１０３４０入館者数

７００００２００１１３００学 校 数小中高ＰＴＡ
（親子レク等） ４１６００００１７９００４５１８１７４００入館者数

５０２００００００１１１０会 数
研 究 会

生涯学習関係

９５０２４００００００２１３０２００入館者数

１８１１００１２１３５３０１会 数
子 ど も 会

５７５４０１８００５３４５２５１４０１５５７４０２５入館者数

４５２０１０６１０６４５５５１館 数
公 民 館 等

１,５６３６２０２９０１５７３０５２７５１２７１８５１７９２１１３３入館者数

１４２１０１１０２１０２３１団 体 数福 祉 施 設
デイケアサービス

社会福祉関係
３５３４０２６０２０２００７１７７０３６３８２５入館者数

１０１１０２１１１００１１１館 数
資 料 館 等

文化団体関係
２３１３２１３０７６４２０２４００４２１４６入館者数

９００００１２１２１１０１団 体 数
歴 史 研 究

２８２００００１２７０４０５２２４３００５４入館者数

４１２１０３１１５３４５５１１団 体 数県・市町村・
教委・審議会等

行政機関関係
１,０８７３１３６０１２５２３２１４７５６９４１０６２０９１０４１入館者数

１９６１２１２７１２３３２３１０３０２５１４１５３団 体 数
そ の 他そ の 他

４,５８２２４５２８１１４２２５７８１１５３３１９７７８６５２３４２２３３８４７入館者数

５１０２２２４１３２３６４６１４２７３６３５３５０２２団 体 数
合 計

１７,１３０４９２７１６３１０６４５１,８１７１,９０６１,７８５２,６９４２,０２９１,９８８１,８７２８７６団 体 入 館 者 数

３４,０６８１,７１６１,６７０８６７１,１２８３,２７４３,１０４３,１５０５,１４７４,３３０３,３３０３,９２６２,４２６総 入 館 者 数

５０．２８%２８．６７%４２．８７%３５．７６%５７．１８%５５．５０%６１．４０%５６．６７%５２．３４%４６．８６%５９．７０%４７．６８%３６．１１%団  体  利  用  者  の  割  合（％）
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施　設　名：福島県文化財センター白河館

所　在　地：〒９６１－０８３５　福島県白河市白坂字一里段８６番地

設　置　者：福島県

管理機関：財団法人福島県文化振興事業団

開　　館：平成１３年７月１５日

○建　築

設　　計：株式会社佐藤総合計画

工事監理：福島県土木部都市局営繕課・株式会社佐藤総合計画

施　　工

建築工事：佐藤工業株式会社・株式会社兼子組特定建設工事共

同企業体

機械設備工事：山田設備工業株式会社

電気設備工事：福島電設株式会社

○展　示

設計監理：日精株式会社

屋内展示製作：株式会社乃村工藝社

屋外展示製作：株式会社トリアド工房

１　建　築　概　要

敷地面積：５１，８２７.５１㎡

建築面積：本館・収蔵庫棟　５，９９９.９５５㎡

体験学習館　　　　１３３.６２７㎡

延床面積：本館棟　　　　　２，４００.０４６㎡

収蔵庫棟　　　　２，９９９.７６９㎡

計　　　　　　　５，３９９.８１５㎡

体験学習館　　　　　９２.７１㎡

構　　造：（本館棟）鉄筋コンクリート造、（収蔵庫棟）鉄骨造、

（体験学習館）木造

規　　模：地上１階（最高高さ１０.２９ｍ、軒高８.７９ｍ、階高４ｍ）

駐車台数：一般駐車場９１台（身障者用４台）・大型車駐車場１０台・

臨時駐車場４０台・職員駐車場２１台・駐輪場２８台

地域地区：都市計画区域内・無指定

主な外部仕上げ

（本館棟）屋根：フッ素鋼板瓦棒葺、陸屋根：アスファルト防水

コンクリート押さえ、外壁：コンクリート打放し一部はつり仕上

げフッ素系シラン塗装、建具：アルミサッシ電解着色、外構：イ

ンターロッキングブロック（環境整備工事）

（収蔵庫棟）屋根：フッ素鋼板瓦棒葺、外壁：コンクリート打放

しフッ素系シラン塗装・押出し成形セメント板フッ素系シラン塗

装、建具：スチール製建具

（体験学習館）屋根：フッ素鋼板瓦棒葺、外壁：粒状陶石塗、建

具：アルミサッシ電解着色

主な内部仕上げ

（エントランス・プロムナードギャラリー）床：フローリング・

花崗岩JB、壁：コンクリート打放しはつり仕上フッ素系シラン塗

装・木練付不燃パネル、天井：木練付不燃パネル

（事務室）床：タイルカーペット、壁：ガラスクロスビニルエナ

メル、天井：岩綿吸音板

（常設展示室）床：タイルカーペット、壁：ガラスクロスビニル

エナメル、天井：岩綿吸音板・一部溶接金網メラニン焼付け二重

天井化粧石膏ボード

（特別展示室）床：フローリング、壁：ガラスクロスビニルエナ

メル、天井：岩綿吸音板

（体験活動室）床：フローリング、壁：ガラスクロスビニルエナ

メル、天井：岩綿吸音板

（講堂）床：フローリング、壁：腰壁／グラスウール吸音材＋集

成材染色塗装、上壁／岩綿吸音板、天井：岩綿吸音板

（研修室・実習室）床：ビニルシート、壁：ガラスクロスビニル

エナメル、天井：岩綿吸音

（収蔵庫棟）床：塗り床、壁：木繊セメント板・セメント成型板、

天井：木繊セメント板

（体験学習館）床：合板張り一部畳敷き、壁：合板オイル拭き、

天井：合板オイル拭き

２　設　備　概　要

◎電気設備：受電方式／高圧６.６KV１回線受電、変圧器容量／

４００KVA、予備電源／非常発電５０KVA、非常証明設備・誘導灯設

備：建築基準法に基づいて設置、放送設備：非常放送と兼用・出

力２４０W、電気時計設備・テレビ共同視聴設備・インターホン設備、

電話設備：電子交換外線４回線（ISDN）内線５５回線、監視設備：

分散型総合管理システムにより、受電設備・防災設備・空調設備

を遠隔発停、制御及び計測監視

◎防犯・防災設備

防犯設備：赤外線スペースセンサー・マグネットセンサーを各室

に設置し、監視制御システムと併用

ＩＴＶ設備：ＩＴＶを必要箇所に設置し、常設展示室、特別展示

室、エントランス・プロムナードギャラリー、搬入

口、体験広場の状況を事務室・警備員室で監視

火災報知設備：受信盤Ｐ型１級１９回線（自火報）４回線（防排煙

設備）、煙感知機６６箇所、熱感知機１０７箇所、ガス

漏れ検知器６箇所

防災設備：消火／屋内・屋外消火栓、HFCガス消火方式　排煙／

自然排煙

放火扉設備：５回線、雷警報設備：襲雷警報器（コロナーム）、避

雷針設備

◎空調設備

空調方式：一般系統／ガスエンジン空冷HPマルチパッケ－ジ方

式（一部空冷HP）＋静止型全熱交換器、特別収蔵庫系

統／単一ダクト（空冷冷専パッケ－ジ＋電気ヒーター

＋アルカリ除去フィルタ－ユニット）方式、常設展示

室・特別展示室／単一ダクト（ガスエンジンHPP）方

式、熱源：都市ガス（ガス種別：プロパン）

◎衛生設備

給排水設備：給水／水道直結方式、給湯／局所式、排水／汚水・

雑排水；屋内分流・屋外合流（最終桝でポンプアッ

プ）方式で下水道本管へ放流、雨水；側溝放流

多目的便所：屋内１箇所（男女別）、屋外１箇所（男女別）、トイ

レ呼出設備付

◎昇降機設備

荷物用リフター２基

一般収蔵庫（油圧式　最大積載量１，０００㎏）

搬入口（油圧式　最大積載量１，０００㎏）

工期　着工　平成１１年７月１２日

完成　平成１２年１０月１６日

建築事業費　　　２，６９０，８４８千円

公有財産購入費　　２２２，０９５千円

その他の経費　　　３８７，６８２千円

合計　　　　　　３，３００，６２５千円

第６章　まほろんの施設の概要

第６章　まほろんの施設の概要　 　　　　　　　　　　　　　　　 
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備　　　考面積室　　　　名備　　　考面積室　　　　名
５３書庫５１０常設展示室
１１５搬入スペース１２６特別展示室
１０３荷解室１４３講堂
１０４特別収蔵庫５１研修室
２１特別収蔵庫前室６１実習室

積層棚２層目部分　２，２６３２，７６１一般収蔵庫６４体験活動室
２２警備員室１６陶芸窯室
２５休憩室２５閲覧・相談コーナー
４３展示準備室

３９０
エントランスホール・
プロムナードギャラリー ３９撮影室

５１６その他１０４事務室

５，４００合計
４７会議室
３６館長室

９３体験学習館１６印刷室
９救護室

主要諸室面積表

まほろん建物平面図

まほろん施設配置図
（単位：�）
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１　条　　　例
（平成１３年３年２７日福島県条例第４３号）

（設　置）

第１条　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条第１項の規定

に基づき、文化財等を保管し、又は活用することにより、県民

の文化の振興に資するため、福島県文化財センター白河館（以

下「白河館」という。）を設置する。

（位　置）

第２条　白河館は、白河市白坂字一里段８６番地に置く。

（業　務）

第３条　白河館において行う業務は、次のとおりとする。

�　考古資料の保管及び展示、考古資料以外の文化財の展示並

びに文化財に関する資料の保管及び展示に関すること。

�　文化財に関する講演会、講習会等の開催に関すること。

�　文化財等を活用した体験学習の実施に関すること。

�　文化財に関する情報の収集及び提供に関すること。

�　文化財に関する調査研究を担当する市町村等の職員の研修

に関すること。

�　考古資料の保管及び文化財の活用に関する専門的又は技術

的な調査研究に関すること。

�　前各号に掲げるもののほか、その設置の目的を達成するた

めに必要な業務に関すること。

（遵守事項）

第４条　白河館を利用する者は、次に掲げる事項を遵守しなけれ

ばならない。

�　白河館の施設、附属設備、展示品等をき損し、又は汚損し

ないこと。

�　物品を販売し、又は頒布しないこと（教育委員会の許可を

受けた場合を除く。）。

�　展示品の模写、模造、撮影等を行わないこと（教育委員会

の許可を受けた場合を除く。）。

�　所定の場所以外の場所において、喫煙又は飲食を行わない

こと。

�　他の利用者に危害又は迷惑を及ぼす行為をしないこと。

�　前各号に掲げるもののほか、管理上教育委員会が指示する

事項

（入館の規制等）

第５条　教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、

入館を拒否し、又は退館若しくは退去を命じることができる。

�　前条の規定に違反した者

�　白河館内の施設、附属設備、展示品等をき損し、又は汚損

するおそれのある者

�　館内の秩序を乱し、又はそのおそれのある者

（使用料の不徴収）

第６条　白河館の使用料は、徴収しない。

（管理の委託）

第７条　教育委員会は、白河館の設置の目的を効果的に達成する

ため、民法（明治２９年法律第８９号）第３４条に規定する法人であっ

て知事が指定するものに対し、その管理を委託することができ

る。

２　前項の規定による管理の委託は、同項の知事が指定する法人

と教育委員会との協議により、次に掲げる事項を定めて行うも

のとする。

�　委託する施設の名称、位置、構造及び規模

�　委託の年月日

�　管理の方法

�　委託の条件

�　前各号に掲げるもののほか、委託に関し必要な事項

（委　任）

第８条　この条例に定めるもののほか、白河館の管理その他この

条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

附　則

　この条例は、教育委員会規則で定める日から施行する。

２　条例施行規則
（平成１３年３月２７日福島県教育委員会規則第３号）

（休館日）

第１条　福島県文化財センター白河館（以下「白河館」という。）

の定期の休館日は、次のとおりとする。

�　月曜日。ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和

２３年法律第１７８号）第３条に規定する休日（以下「休日」とい

う。）に当たるときを除く。

�　休日の翌日。ただし、その日が土曜日、日曜日又は休日に

当たるときを除く。

�　１月１日から１月４日まで及び１２月２８日から１２月３１日まで。

２　福島県教育委員会教育長（以下「教育長」という。）は、必要

があると認めるときは、臨時に休館し、又は臨時に開館するこ

とができる。

（開館時間）

第２条　白河館の開館時間は、午前９時３０分から午後５時までと

する。ただし、教育長は、必要があると認めるときは、これを

臨時に変更することができる。

（文化財等の特別利用）

第３条　白河館が保管している文化財等を学術上の研究その他の

目的のため特に利用しようとする者は、教育長の承認を受けな

ければならない。

（委　任）

第４条　この規則に定めるもののほか、白河館の管理その他この

規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。

附　則

　この規則は、福島県文化財センター白河館条例（平成１３年福島

県条例第４３号）の施行の日から施行する。

第７章　まほろんの条例・規則

第７章　まほろんの条例・規則　 　　　　　　　　　　　　　　　 



開館時間　・午前９時３０分～午後５時（入館は
午後４時３０分まで）

休　館　日　・毎週月曜日（国民の祝日の場合そ
の翌日）
・国民の祝日の翌日（ただし土・日
にあたる場合は開館）、
・年末年始（１２月２８日～１月４日）

入　館　料　・無料
交通案内　・ＪＲ東北本線白河駅、ＪＲ東北新

幹線新白河駅から福島交通バス
（まほろん・市民球場・白坂行き）
まほろんバス停下車
・ＪＲバス（棚倉行き）南湖公園下
車２５分

・東北自動車道白河Ｉ．Ｃ．から車で
２０分

そ　の　他　・屋内・屋外に多目的トイレを備え
ています。車いすも用意していま
す。

　　　　　まほろんの利用案内　 　　　　　　　　　　　　　　　　 
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